


はじめに

令和 2（2020） 年 3 月
NPO 法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会

理事長　前田享史

　茨城県龍ケ崎市若柴町所在の竹内農場西洋館は、コマツ（株式会社小

松製作所）や日産自動車株式会社の前身ダットサンの創業者である竹内

明太郎が、自らの別荘とした大正 9（1920）年竣工の赤レンガの建物です。

　空き家となってから約 70 年間藪に包まれていたため、龍ケ崎市民の間

でもあまり知られていません。現在は廃屋となっていますが、当時最上

級である上敷免製（渋沢栄一等が設立した日本煉瓦製造株式会社製）の

レンガが使用されていて、文化財として、あるいは史跡として価値が高

い建物と考えます。令和２（2020）年１月、龍ケ崎市は「旧竹内農場赤

レンガ西洋館及び竹内家文書」を市民遺産に認定しました。しかし、現

時点では西洋館をどのように残せるのか具体的な方針がまだ決まってい

ません。

　私たち「NPO 法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」は西

洋館が竣工 100 周年を迎える今年、記念冊子を発行することとなりまし

た。この冊子をお読みいただいた方々に西洋館の歴史と建物の素晴らし

さを知っていただき、保存の意義と重要性をご理解いただくことは、保

存事業の大きな後押しとなることでしょう。西洋館が市民の誇りとして

後世に受け継がれることを願っています。　

※本文中「NPO 法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」を「当 NPO 法人」と略称で記す。
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ごあいさつ

このたびは旧竹内農場赤レンガ西洋館に関する冊子

を刊行されましたこと、誠におめでとうございます。 

当市の蛇沼のほとりの西洋館、私にとっては、中学生

時代に生物部の昆虫採集で蛇沼に訪れた際、自転車から

見た赤レンガのその姿は深く記憶に刻まれていました。

長い年月の間、人々の記憶から忘れ去られたような存

在でしたが、市長になってからは、この歴史遺構を後

世に残せないかと考えていました。そこに、突如同所

への太陽光発電設備設置計画が明らかになり、存続の

危機となりました。急遽、市として調査研究を行うべく、

土地所有者と交渉し、ご理解をいただき、当該土地を

賃借するに至りました。 

また、旧竹内農場が北茨城市に所在した茨城無煙炭

鉱株式会社の付属施設として設置されたものであるこ

となどから、当市では象徴的な赤レンガ西洋館を日本

の近代化の中で生まれた遺産の一つと捉え、これを保

存することになりました。調査研究の過程で借り受け

た資料についても、竹内家のご厚意で当市に寄贈頂い

たことから併せて市民の財産として保存継承していき

たいと考えております。 

若柴町字長山前に所在した竹内農場については、昭

和 60 年に「女化」開拓事業の一部として調査され、若

干の資料とともに刊行物で紹介された以降、本格的に

調査研究が行われたことがありませんでした。市内に

は残存する資料もなく、調査は困難と思われましたが、

かつての所有者である竹内明太郎氏のご子孫が資料を

保管されていることを知り、写真や絵図面、手紙等を

借り受け、文化・生涯学習課において１年余りの年月

をかけ、手紙の解読作業や現地に残るレンガ造りの別

荘跡の調査や図面作成等を実施し、平成 30 年１月に調

査報告書を刊行したことはご承知の通りです。 

当初は、明太郎氏の父である竹内綱氏が建てたとさ

れた赤レンガ西洋館が、実は明太郎氏の別荘として建

てられたこと、材料として使われたレンガについては、

渋沢栄一が設立に携わった工場で生産された東京駅丸

の内駅舎にも使用されている上敷免製の国産レンガで

あること、明太郎氏が足繁く当地に足を運び、農場や

別荘の建設状況を確認していたことが、高知県宿毛市

にある宿毛歴史館に所蔵されている『竹内明太郎日記』

に記されているなど、初めて明らかになったことは枚

挙にいとまがありません。 

今後、当市では赤レンガ西洋館が遺る敷地にフェン

スや説明板を設置するとともに駐車スペースを整備し

ますので、令和２年春には市民の皆様に安心してお披

露目できるように準備を進めています。 

前田代表をはじめとした NPO の皆様が今回取り組む

事業は、竹内綱・明太郎親子の出身地である高知県宿毛

市を訪問するなど大規模なものと伺っております。新

たな発見があることを期待するとともに、本件に限ら

ず私たち龍ケ崎市民共通の歴史的資源の保存・継承へ

のご理解とご協力をお願い申し上げ、お祝いの言葉と

いたします。 

（なかやま・かずお）

龍ケ崎市長　中山一生
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刊行にあたって

「龍ケ崎という街に、明太郎が残した農場跡地があり、

そこには古い西洋館がある。」私が幼いころから父に聞

かされてきた言葉だ。

子供のころの私にとって、竹内明太郎は教科書に出

ている歴史上の人物と変わりがない。明太郎は政治家

であり、実業家であった。多くの炭鉱を保有し、建機メー

カーであるコマツを創業し、唐津鉄工所の創立者でも

あり、日産自動車の前身の快進社等を設立し、さらに

早稲田大学理工学部、高知工業高等学校などを創設し、

日本の工業立国に尽力した。竹内家の口伝で語り継が

れる明太郎の人物像やそのあまりにも華やかな経歴は、

どこか夢物語のようであり、私にとって現実離れした

存在だった。

その考えが大きく変わったのは、私自身が十年前に

会社を興
おこ

し、経営者となり、ものづくりに従事するよ

うになってからである。大きな壁や困難な状況に陥る

たびに、竹内明太郎に想いをはせるようになった。彼は、

何を見て、何を想い、何を残そうとしたのか？現実離

れした歴史上の人物から、曾祖父に戻った瞬間でもあっ

た。

そんな折、平成 27（2015）年のある日、高齢となっ

た叔父からある相談を受けた。「龍ケ崎にある土地を処

分できないだろうか？」この土地の利活用について、一

族でも過去何回か検討されたことがあるが、どれも不

調に終わった。その一番の理由は、この土地が「市街

化調整区域」だったということもあり、土地の所有者

であっても建築には規制がかかっていたためだ。素晴

らしい西洋館なので再建・移築の検討もしたことがあ

るが、試算の結果、数億円かかることが判明し、断念

せざるを得なかった。また、龍ケ崎市に対して無償譲

渡を打診したことがあるが、この時点では前向きな回

答をもらうことはできなかった。

先祖から受け継いできた土地を売却するというのは、

断腸の思いに違いないが、東日本大震災以降、西洋館の

外壁は崩落の危険性があり、また相続による地権者の分

散化によるリスクも想定されていたため、残された時

間はあまりなかった。再建もできず、寄付もできない

という状況の中、困っていたところにある法人が購入

を希望しているとの話を聞き、手放すことを決意した。

西洋館の売却を私が担うことになり、最後の幕引きを

することになった。初めて訪れた冬の龍ケ崎は冷たく

澄んだ空気におおわれ、林の中に無言で佇
たたず

む西洋館は、

朽ちかけた廃墟でありながら、気品を保ったままでい

た。手放すことへの複雑な心境ではあったが、私の手

で終わらせることが西洋館に対するはなむけであると

信じ、手続きを終わらせた。

それからしばらくして、西洋館が取り壊される前に息

子に一目見せようと思い、龍ケ崎市が主催した龍ケ崎市

歴史民俗資料館企画展「竹内農場と赤レンガ西洋館」（平

成 30（2018）年 8月 1 日〜 9月 2 日）を訪れた。そ

の際、明太郎の導きとしか思えない偶然の出会いから、

前田享史氏とお会いする機会をいただいた。そこで「龍

ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」が保存活

動を開始し、再びこの土地や建築物に脚光を浴びせて

いただいていることを知った。街ぐるみで保存を推進

していただいている皆様のご尽力と「旧竹内農場赤レ

ンガ西洋館及び竹内家文書」を市民遺産に認定してい

ただいた龍ケ崎市に対し、ここに竹内家を代表して謝

意を表します。

（たけうち・あり　竹内明太郎曾孫）

セレンディップ・コンサルティング株式会社
代表取締役社長　竹内　在
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をご覧ください。）

昭和の中頃から西洋館は放置され気づけば廃墟と

なっていましたが、平成の中頃から当 NPO 法人は西洋

館の保存の方法を模索していました。しかし、当時は

所有者もはっきりせず、静観するしかない状態がしば

らく続きました。

この西洋館の周辺が騒がしくなるのは、平成 26

（2014）年頃からで、西洋館の周辺で突然に太陽光パネ

ルの設置が開始されたのでした。土地は発電会社の所

有となり、西洋館は解体の危機を迎えます。開発を知っ

た龍ケ崎市は、新たな所有者と交渉の末、期間を区切

り土地を賃借することができました。その後、周辺の

笹薮は刈り取られ、西洋館は何十年かぶりにその全貌

を現しました。

それは、まさに冊子『女化』にある写真の赤レンガ

の建物でした。しかし、木造の部分はほとんど朽ち果て、

失われている部分もあります。屋根はすべて崩れ落ち、

地下室からは大木が生えていました。

西洋館を保全するには一体どうしたらいいか見当も

つかない状態でしたが、龍ケ崎市は専門家に調査を依

頼し、調査報告書が平成 30（2018）年に公開されまし

た。当 NPO 法人は、この調査報告書等を参考に、西洋

館の歴史を調べていきました。

当初、吉田茂の実父の竹内綱
つな

が西洋館を建設したと

考えられていましたが、竹内農場の経営は、長男の竹

内明
め い た ろ う

太郎が行ったことがわかってきました。明太郎の

龍ケ崎市の竹内農場と
西洋館の概要

茨城の「廃墟」から日本の「文化遺産」へ

インターネットで「茨城」「廃墟」のキーワードで検

索すると、「竹内農場西洋館」の写真を見つけることが

できます。いくつかの廃墟サイトでは心霊スポットな

どと紹介されています。いったいここで何が起こった

というのでしょうか？

平成 6（1994）年頃、「元首相・吉田茂」の実家の別

荘の西洋館が蛇沼のほとりにあるというので、案内して

もらったことがあります。うっそうとした笹薮に覆わ

れ、全貌を見ることはできませんでした。笹薮の間か

ら垣間見えるのは、赤レンガの装飾の一部だけ、屋根

は崩れ落ち、西洋館の中からは大木が生えていました。

赤レンガの壁には、落書きもされていました。昼でも

薄暗いこの場所は、まさに廃墟でした。

この西洋館について書かれた唯一の資料は、『女
おなばけ

化 土

づくりムラづくり苦闘百年』という、女化原の開拓史を

まとめた大変立派な布張りの冊子だけです。冊子には

竹内農場西洋館の建設当時の写真（裏表紙）が 1 枚だ

け掲載されています。この貴重な冊子はもう販売され

ていませんが、龍ケ崎市の市民活動センターや図書館、

牛久市の図書館などで閲覧できます。

西洋館が建つ女化原には、明治天皇が明治 17（1884）

年、陸軍の演習を天覧するため御行幸され、記念の「明

治天皇駐蹕之地石碑」が、竹内農場の近くに残ってい

ます。御行幸に先がけ、津田出
いずる

が明治 10（1877）年か

ら津田農場の開拓を始めたばかりでした。竹内農場西

洋館の建設は、御行幸の約 20 年後、大正時代になって

からのことです。（詳しくは6ページ「女化原開拓の歴史」

地元で西洋館の存在を知る者はごく一部でした。長い時間が過ぎ、西洋館は薮に埋もれ、人々の記憶からも消え

ていました。しかし近年、龍ケ崎市・当 NPO  法人などの調査により、「西洋館」は日本の産業界の陰の立役者、竹

内明太郎の別荘で、歴史的にも価値の高い建造物であることがわかってきました。

　薮に埋もれ廃墟となった西洋館

1

　再び脚光を浴びる西洋館



5

降、全国で城跡や社寺、公園の整備を手がけ、浅草公

園、芝公園、飛鳥山公園など多くの公園を設計しまし

た。庭園が設計されたとされる大正 3（1914）年当時

は 73 歳でした。（詳しくは 28 ページ「西洋館の庭園設

計」をご覧ください。）残念ながら、この庭園の痕跡は

全く残されていません。庭園設計図を見ると、近くの蛇

沼までを風景の一部として考えられていたようですが、

実際にどこまで実現したのかは不明です。

西洋館については、まだまだ分からないことがたく

さんあります。例えば、設計図は残っていないのか？

設計者は誰なのか？

今後この西洋館をどのように保全し、文化遺産とし

て後世にどのように伝えていけばいいのか。様々な意

見がありますが、日本の近代の産業史を伝える一助と

して活用する可能性があると考えられます。

龍ケ崎市を始め、市民、関連する企業などとも連携し

て、方向性を見出していくため、この冊子が編集発行さ

れました。これを読んで少しでも興味を持っていただき

、竹内農場西洋館の保存活動にご協力いただければ幸

いです。

功績を調べると、まさに日本の明

治以降の産業の一翼を担った人物

です。（詳しくは、12 ページ「竹

内綱と明太郎」をご覧ください。）

竹内農場の西洋館は、別荘とさ

れていますが、同時期に建築され

た西洋館（隣の牛久市にある牛久

シャトーなど）と比べると、素朴

な造りの２階建てです。また、屋

根は瓦葺きで、西洋と日本の技術

がまじりあった建築だと考えられ

ます。

大きな特徴としては、養蚕のた

めの部屋が広い空間を占め、地下

室は養蚕用の桑の葉の貯蔵に使われていたと言われて

います。当時の内装の写真が残されていないため、遺構

から想像するしかありません。（詳しくは 22 ページ「 

竹内農場西洋館の建築様式」をご覧ください。）

しかし、特筆すべきは竹内農場の最大の目的が、茨城

無煙炭鉱への食糧供給だったということです。牛・馬を

放牧し、ジャガイモなどを栽培し、常磐線で食糧として

運ばれていったのです。

そして、日本の鉱山の歴史とともに、竹内農場も終焉

を迎えました。使われなくなった西洋館に、一時は竹内

家の関係者が住んでいたようですが、昭和の中頃には、

空き家となり朽ちるにまかせていたようです。

戦中戦後にかけて、何家族かが住んでいたようですが、

その経緯は、よくわかっていませんでした。ところが、

当 NPO 法人が平成 29（2017）年に開催した「過去、現在、

そして未来へと・・・旧竹内農場西洋館イベント」を地

元のミニコミ誌などで広く告知したところ、子どものこ

ろ西洋館に住んだことがあるという方が現れ、当時の様

子を聞くことができたのです。（詳しくは 30 ページ「最

後の居住者真中ハツさんの思い出」をご覧ください。）

竹内農場の庭園については、「桃源郷」そのもののよ

うな設計図が残されています。庭園設計図には、「長岡

安平」の署名が残っています。長岡安平は、明治維新以

　西洋館保存活動にご協力を

グーグルマップより竹内農場と西洋館があった女化原付近を抜粋
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した。関東ローム層のやせた赤土、筑
つくばおろし

波颪の風害、そ

して度重なる干ばつや水害などに阻
はば

まれてなかなか実

績が上がらず、小作人の生活は困窮し、土地を離れる

者も多数ありました。現代のような技術や農機具、十

分な肥料もない中での西洋式の農法には無理があった

のでしょう。津田の農場経営はすぐに行き詰まります。

18 の農場は次々と近隣の地主などに売却されました。

津田第七農場の大部分は明治 30（1897）年、地元の

女化組合に譲渡されます。彼らは払い下げのための条

件と津田の募集で移住していた 60 戸の小作人を引き継

ぎ、やがて国からの払い下げが認められました。土地

や自然条件の厳しさは相変わらずですが、人々はそれ

でも希望を捨てず、信仰や教育を支えにコツコツと開

女化原開拓の歴史
荒野から大規模農法実験場へ

図 1　津田出十八農場反別里程略図。女化原の第七農場は 18 の津

田農場では最大、700 町歩（東京ドーム約 148 個分）の広さがあった。

（『女化 土づくりムラづくり苦闘百年』より引用）

竹内農場西洋館建設の経緯を知るには、「女
おなばけはら

化原」開

拓の歴史をまず、ひも解く必要があります。

龍ケ崎市北部（旧八原村貝原塚と旧馴
なれしば

柴村若柴及び

馴
なれうま

馬の一部）から牛
う し く

久市南部（旧岡田村南部）にかけて

の一帯は、かつて狐しか住まないと言われるような原

野が広がり「女化原」と呼ばれていました。地域に伝

わる民話「狐の恩返し」（囲み）を縁起にもつ女化稲荷（現

女化神社）の縁日で賑わう以外、人
ひ と け

気少なく、地域共同

のまぐさ場として利用される程度でした。手つかずだっ

た荒れ地が現在の豊かな畑地になるまでには、ここに

入植した先人の大変な苦労がありました。

女化原開拓は、和歌山県士族で明治政府の大蔵少輔な

どをつとめた津田 出
いずる

（1832-1905）がここに農場を開

いたことに始まります。明治維新後、近代化を急ぐ政

府は、殖産興業政策の一環として、伝統的な日本式農

業を西洋式大農法へ転換しようと試みます。津田は「20

年で開墾・植林すれば払い下げる」という条件で、茨城・

千葉県内の官有地計 3000 町歩の原野を借り受け、開墾

を始めます（図１）。

女化原は明治 11（1878）年に津田農場一番の広さ

700 町歩を持つ第七農場となり、主に四国から応募し

た小作人が入植します。政府による事前の調査では「水

に恵まれ首府との便よく農業に向いた土地」という評

価でしたが、実際は過酷な条件が重なる厳しい土地で

「竹内農場西洋館」が建つ女化の地は、どのような場所だったのでしょうか。明治以前までは人の手の及ばない原

野だった土地に、なぜ大規模な農場を作ろうとしたのか、その理由をさぐることで、地域の歴史と竹内農場西洋館

が結びつきます。

　狐伝説の原野を拓
ひら

く

　西洋式大規模農法「津田農場」

　地元組合へ土地の払い下げ

2



7

写真　シャトーカミヤ旧醸造場施設事務室（岡田時太郎設計）。竹

内農場西洋館より 17 年早い明治 36（1903）年竣工。国の重要文化

財に指定されている。　

墾を進めます。そして工夫や努力が実り、次第にわず

かなヒエ・アワ・陸
お か ぼ

稲などが穫れるようになりました。

同じ頃、東京で「蜂
は ち ぶ ど う し ゅ

葡萄酒」を製造販売し財をなした

神谷伝
で ん べ え

兵衛（1856-1922）に津田第七農場の一部が払

い下げられました。神谷はフランスで学んだワイン製

造を日本でも実現させようと、ブドウ栽培に適してい

る酸性土の土地を探していたのです。すでに開通して

いた日本鉄道土浦線（現 JR 東日本常磐線）牛久駅近く

に神谷葡萄園を開園し、レンガ造りの醸造場・事務室

（写真）・貯蔵庫などを建設しました。完成した日本初の

本格的なワイナリー「シャトーカミヤ」（後の牛久シャ

トー）には皇族や当時の政財界の著名人が頻繁に招か

れ、宴が催されていたようです。招待客の中には自由

民権運動の板垣退助（1837-1919）もいたことがわかっ

ています。盟友・竹内綱
つな

は板垣の紹介で女化に縁がで

きた可能性があります。

シャトーカミヤの成功で「女化」の地は次第に在京の

財界人・有力者の知るところとなり、土地を求める者

が続々と現れま

す。明治末から

大正にかけ、竹

内農場を始め、

岩村農場・伊藤

農場・高松農場・

林農場などが作

られました（図

2）。これら農場

では、新しい技

術と試みを次々

と導入して開拓

を進め、それが

現在の豊かな女

化の姿に通じて

いるのです。

女化の民話「狐の恩返し」あらすじ

根本村の忠五郎は仕事の帰り道、高見が原の山道

で猟師に鉄砲で狙われている白狐を見つけます。忠

五郎の大きな咳払いで難を逃れた狐は、若く美しい

女性に化けて忠五郎を訪ねます。八重と名乗った狐

はそのまま忠五郎の家に居着き、いつしか二人は夫

婦となって三人の子宝に恵まれました。

ある晩、長女は眠っている母親に狐の尻尾がある

のを見てしまいます。自分の正体を知られた八重は

悲嘆にくれました。そして「みどり子の母はと問わ

ば女化の原に泣く泣く伏すと答えよ」と歌を詠
よ

み、

高見が原の穴に隠れて二度と姿を現すことはありま

せんでした。

哀れに思った住民がそこに祠
ほこら

を建てました。以来、

高見が原は女化

原と呼ばれるよ

うになったので

す。女化神社の

奥の院は現在も

「お穴」と呼ば

れ、石の祠が祀
まつ

られています。

　新しい開拓者たち

女化神社奥の院

図 2　農場位置図。女化原組合に払い下げ

られた津田第七農場の多くは、近隣や東京の

有力者の手にわたり、小作人を入れての農場

経営が行われた。（『女化 土づくりムラづくり

苦闘百年』より引用）
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となっていました。

ところが、平成 26（2014）年、蛇沼に隣接する住宅

地と西洋館の間の自然林は伐採され、そこに太陽光パ

ネルが並び、殺伐とした風景に変わりました。こうし

た状況の中、西洋館の敷地は創設者の竹内家から、太

陽光発電会社に名義が変わってしまいました。それを

受けて龍ケ崎市は、急遽保存調査のために太陽光発電

会社から土地を借り受けました。一方、建物と敷地は

名義が違い、建物の登記は平成 30（2018）年まで竹内

直馬名義となっていました。幸い龍ケ崎市は直馬の子

孫よりこれを譲り受けることが出来ました。敷地が第

三者に渡った情報を独自に得た当 NPO 法人は、いち早

く保存活動を始めました。

西洋館の現状
薮に埋もれ放置されてきた

写真１　東側から見た西洋館外観。屋根は抜け落ち、度重なる地震

などの影響か、レンガ壁の一部には亀裂が入りはじめている。

大正 9（1920）年に竹内明太郎の別荘として建てら

れた赤レンガの西洋館が実際に明太郎の別荘として使

われた期間はわずか 4 年程度です。大正 13（1924）

年には竹内直
な お ま

馬（明太郎の弟）の住居に変わります。

前年の関東大震災で被災し家を失った直馬一家に兄、

明太郎が西洋館を貸し与えたと考えられます。

昭和 3（1928）年、竹内鉱業の廃業に伴い農場運営

が困難となり、直馬一家は農場関係者と共に東京に引

き上げます。その後、農場や西洋館の管理は塚本幸三

郎氏が竹内家から任されていました。戦後は戦地から

復員した黒田清氏（塚本氏と親戚）に管理が変わります。

空き家となった西洋館には泥棒が入り、金目の物は

ほとんど盗まれてしまいました。そうしたこともあり、

戦前戦後を通して管理目的で家の無い家族を無償で住

まわせたといいます。

最後の居住者（30 ページ「最後の居住者真中さんの

思い出」をご覧ください）が去ったのは昭和 27（1952）

年頃で、その後は再び空き家となりました。美しかっ

た西洋館は急速に劣化が進み、屋根が落ち、床は抜け、

御影石の土台と赤レンガの壁面を残して廃屋となりま

した。昭和 60（1985）年頃まで屋根があったという証

言があり、現在の姿になったのはそれ以降と考えられ

ます。その敷地はまるで西洋館の存在を隠すがごとく

藪が覆い、半世紀以上が経過し人々の記憶からも消え

ていました。昭和 52（1977）年から始まった竜ヶ崎

ニュータウンの造成が進む中、蛇沼に近い西洋館の周

辺は開発から外れ、自然林や畑に囲まれた長閑な区域

竹内農場西洋館は竣工から 100 年が経過しました。長らく空き家になり放置されていたため、現状は赤レンガの

壁面、御影石の土台と一部の部材が残るのみとなっています。敷地が太陽光発電業者の所有となり、一時は解体の

危機と思われましたが、市はそれを借り受け、工事をストップさせています。西洋館の今後を考える上で、まず皆

様に西洋館の現状を知っていただきたいと思います。

　土地の売却で取り壊しの危機に
　林の中に眠っていた西洋館

3
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市の調査のため敷地の藪が刈り取られ、西洋館は再び

人々の前に姿を現し、俄
にわ

かに注目を集めています。しか

し、その姿はひどく傷み、廃墟化しています。屋根が抜

け内部から大きな木が高くそびえていましたが、建物を

さらに傷める危険性があり市によって伐採されました。

また、玄関を入ってすぐのホール下に地下室があります

が、床が抜けているため大変危険な状態です。西側平

屋棟妻側 2 つの出入り口上部のレンガ壁には亀裂が入っ

ていて傷みが激しく、早急な修

繕が必要です。

写真 2（上）　正面入口。手前に落ちているのはバルコニーの脚とみられる。壁には心ない者に

よる落書き。　3（中左）　西側平屋棟の床下には囲炉裏跡と推定されるレンガの石積み。　4（中

中）　ホール下の地下室。　5（中右）　壁に残る階段の跡。　6（下左）　北側浴室付近に残る煙突。

この付近から「上敷免製」のレンガ刻印が複数見つかっている。　7（下右）　西側開口部より二

階建て部分を望む。室内には漆喰が塗られていたことが分かる。開口部には木製の上げ下げ窓と

金属製のよろい戸が取り付けられていた。

　傷みの激しい西洋館
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所蔵）で分かります。明太郎は佐貫駅で下車し、田ん

ぼや山林に囲まれた約 3 キロの野路を妻の亀
か め い

井を伴い

時には歩いて農場に向かいました。一方牛久駅から農

場までは約 4 キロあり、佐貫駅より少し遠くなりますが、

こちらはすでに道が整備されていて、主に馬車か牛車

による農作物の輸送に使われていたと考えます。

竹内農場の目的は、竹内鉱業傘下の茨城無煙炭鉱への

食糧供給であるとともに、西洋を模倣した近代的な農

場経営の試みでした。実際の農場運営は国
く に み つ か め じ

光亀治支配

人に任せていました。国光は竹内鉱業付属農園主任で、

九州唐津、北海道夕張と全国に跨
またが

る竹内鉱業運営の農

場を転々とし、大正 2（1913）年から「牛久農場」の

支配人を務めています。

国光は４頭引きの洋式犁
すき

を用いた大農場経営を試み

たようです。10 人ほどの農夫を雇用し、そのほかに日

雇い農夫もいました。農夫の大部分は貧窮する女化開

拓農民だったようです。生産された大麦、小麦、甘
かんしょ

藷、

馬
ば れ い し ょ

鈴薯などが茨城無煙炭鉱に送られました。当時の茨城

無煙炭鉱は常磐炭田南部の中で最大の規模を誇り、鉱

員と家族合わせて 4,000 人を超える大所帯だったとい

います。（15 ページの「茨城無煙炭鉱」を参照。）

農場は東側に一反歩区画の畑地が 10 枚並び、他に桑

園や桐畑がありました。一反歩区画の畑地はいわば農

事試
し け ん ほ

験圃で、国光により次々と新しい試みが行われま

した。梨、桃、栗、落花生、白菜、西瓜などが作られ、

そのうち黄色い西瓜は大変珍しく、近隣の話題になり

直売も行われたといいます。

竹内農場の歴史
食糧供給と近代的農業実践の場

稲
いなしき

敷郡馴
なれしば

柴村大字若柴字長山前（現茨城県龍ケ崎市

若柴町字長山前）の地は西に蛇
へびぬま

沼を有し、明治末期ま

では松と椚
くぬぎ

の混合林からなる女
おなばけはら

化原といわれる未開の

地でした。

大正元（1912）年馴柴村に払い下げられた未開拓の

官有林を竹内綱
つな

と土田謙吉が共同で購入しました。竹

内と土田兼吉の関係性は不明ですが、土田は上
かみごう

郷村（現

つくば市）出身の開拓事業家で、県内だけでなく北海

道の開拓にも事業をすすめ、茨城県知事や大日本農業

総裁から表彰されたことがあります。そうした土田と、

茨城県内に開拓農地を求めようとした竹内が意気投合

し、どちらかが共同購入の話を持ち掛けたと考えます。

共同購入のうち竹内分は風光明媚な蛇沼（写真 1）に

隣接し、良三（明太郎次男）、廣
ひろ

（綱七男）、直馬（綱四男）

の 3 人に分割されます。そしてこの土地に綱の事業を

引き継いだ明太郎が、竹内鉱業の付属施設である竹内

農場を開設します。

農場の主要部分は廣名義の土地に集中し、良三名義

の土地には後に明太郎の別荘として赤レンガの西洋館

が建設されます。

竹内鉱業は他にも農場を持っていましたが、関係者

は当地の農場を「牛
う し く

久農場」と呼んでいました。馴柴

村（現龍ケ崎市）所在の農場を「牛久農場」と呼んで

いた理由は、最寄り駅のひとつが常磐線牛久駅である

ことや、牛久シャトーのブドウ農園に連なる開拓農地

の一角に農場があったことが考えられます。

牛久駅のほか同じく常磐線の佐貫駅を利用していた

ことが『竹内明太郎日記』（高知県宿
す く も

毛市立宿毛歴史館

竹内明太郎が蛇沼に隣接する原野に農場を開設した目的は、茨城無煙炭鉱への食糧供給と、近代的な農業を実践

するためだったと言われています。日本各地に炭鉱を経営していた明太郎はここ龍ケ崎の地でどんな夢を描いてい

たのでしょう。農場の歴史をたどりながら考えてみましょう。

　農場の開設

　竹内農場経営の目的は

4
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図面によれば、南側は放牧場で、牛乳取扱所、牛舎、

厩
きゅうしゃ

舎、堆肥舎、第一・第二農夫舎、便所、浴場、事務室、

農具舎、収容舎、住宅などが並んでいました。

長
ながおかやすへい

岡安平による『竹内家農園内庭園設計図』（大正 3

（1914）年、龍ケ崎市教育委員会所蔵）には別荘の位置

が示されています（29 ページ図 1）。ここに明太郎の農

場運営とは別の目的が垣
か い ま

間見えます。大正 3 年には既

に佐賀県の芳
よしのたに

谷炭坑は売却され、石川県の遊
ゆ う せ ん じ

泉寺銅山は

鉱脈が先細りの状態でした。一方、茨城無煙炭鉱の採掘

量はピークを迎えています。こうした状況の中で、明太

郎は竹内鉱業の将来を茨城無煙炭鉱に託したと思われ

ます。東京の竹内鉱業本社と茨城無煙炭鉱の中間に位置

した農場を芳谷炭坑時代の唐津に代わる新たな拠点と

考えたのでしょう。贅
ぜい

を尽くした別荘の建設や、長岡安

平という当時を代表する造園家に農園内庭園の設計を

依頼したのはそのためで、また炭鉱の先行きの不透明さ

を考えると、芳谷炭坑に唐津鐵工所、遊泉寺銅山に小松

鉄工所を創業したように、茨城県内に新たな事業を考え

ていたと思われます。大正 8（1919）年 5 月 7 日発行

いはらき（茨城新聞）によると明太郎が南中郷鉄工所の

地鎮祭を挙行したという記事があります。しかし、この

鉄工所が完工したかは定かではありません。（16 ページ

「茨城無煙炭鉱」をご覧くだい。）

農場は大正８（1919）年頃が最盛期で、鉄道（牛久

駅迄の曳
えいさく

索軌道か軽
けいべん

便鉄道）を引く計画があり、実際線

路材も運び込まれていました。大正 9（1920）年には

明太郎の別荘である赤レンガ西洋館が竣工し、唐津の別

宅から家財が送られてきます。長岡安平設計の造園が行

われたのもこの頃と思われますが、実際のところ設計通

りに造園されたか定かではありません。ちょうどこの

年、遊泉寺銅山が閉山となり、核となる鉱山は茨城無煙

炭鉱だけになります。ところが頼みの綱だった茨城無煙

炭鉱はその後の炭鉱不況で弱体化しこの地における明

太郎の夢も萎
しぼ

んでゆきます。そして大正 14（1925）年

に茨城無煙炭鉱が売却され、炭鉱への食糧供給という農

場運営の根幹が崩れます。

昭和 3（1928）年、明太郎は 68 歳の生涯を終えます。

その影響で農場の運営母体である竹内鉱業が廃業とな

り、農場は小作人に任せ関係者は昭和 5 ～６年頃に東

京等へ引き上げていきました。

以降、不在地主と小作人という関係が生まれ、小作

料の徴収などの管理は馴柴村役場の紹介により八原村

の塚本幸三郎が行いました。戦後、GHQ の政策により、

農地の総ては小作人に譲渡され竹内農場は完全に消滅

しましたが、直馬名義の西洋館と良三名義の西洋館敷

地は竹内家のものとして残りました。

写真 1（上）風光明媚な蛇沼周辺は現在龍ケ崎市により公園が整備

されている。　2（下）西洋館上空より許可を得てドローンで撮影。

西洋館敷地のすぐ手前まで太陽光発電のパネルが迫っていることがわ

かる。

　茨城で新たな出発を
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次伊藤内閣は、明治 20（1887）年 12 月 25 日に保安

条例を公布し、竹内はこの適用を受け東京から 3 年間

の退去を命ぜられます。このとき彼が身を寄せたのが

横浜太田町（現在の横浜市中区）の吉田健三邸でした。

綱は貿易商で実業家の吉田健三と親交が厚く、後に内

閣総理大臣を務めた五男・茂を吉田家へ養子に出して

います。

帝国議会が成立することとなり、綱も明治 23（1890）

年に第 1 回衆議院議員総選挙に立候補して当選し、自

由党土佐派を率いました。しかし、在職はわずかに 1

期で、次期選挙には再出馬を断っています。一方で、明

治 25（1892）年の第 2 次伊藤内閣誕生とともに、伊

藤博文首相・板垣退助を説いて政府と議会多数派の自

由党との連携を策しています。

綱は実業家としても多くの実績を残しました。明治

29（1896）年、 渋沢栄一らと共に京釜鉄道の発起人

となり、設立後常務取締役を務め、明治 36（1903）年

京仁鉄道を京釜鉄道に合併させております。身近なとこ

ろでは常総鉄道（現 関東鉄道）の初代社長を務めまし

た。なお、芳谷炭坑を始め各地で手がけた鉱山業は長男

明太郎に受け継がれます。（18ページ「竹内鉱業」をご
覧ください。）

竹内明太郎は万延元（1860）年、土佐・宿毛、伊賀

家の藩士竹内綱の長男として生まれます。幼少期は酒

井南嶺の「日新館」で学びました。10 歳のとき父の仕

事の関係で郷里を離れ、14 歳で父親と共に上京し、土

佐出身の思想家、中江兆民の「仏学塾」に通うように

竹内 綱と明太郎
親子二人三脚による工業立国の理想のために

竹内綱は天保

10（1840）年土

佐藩家老・伊賀

氏（宿毛山内氏）

の家臣・竹内庄

右衛門吉管の子

として土佐国宿

毛（現高知県宿

毛市）に生まれ

ました。23 歳で

目付役として大

坂に宿毛蔵屋敷

を建てるなど主

家の財政再建に

尽力し、若くして実業家としての才能を発揮しました。

明治に入ってから後藤象二郎の引き立てにより大

阪府少参事や大蔵省六等出仕をつとめます。明治７

（1874）年、後藤から蓬莱社の高島炭鉱の経営を任され

鉱山開発を行います。しかし明治 14（1881）年、蓬莱

社は多額の負債を背負い、これらの炭鉱を三菱の岩崎

弥太郎にやむなく譲渡します。その後、新たに明治 18

（1885）年、佐賀県東松浦郡北波多村（現唐津市）に芳

谷炭坑を開鉱します。政治家としては、明治 14（1881）

年、板垣退助を総理とする自由党が結成され竹内も参

加します。明治 15（1882）年、板垣が岐阜で暴漢に襲

われ「板垣死すとも自由は死せず」という名文句を吐

いた時、彼を抱きかかえたのは綱でした。

広がりつつあった自由民権運動に危機感を抱いた第 1

江戸末期に土佐藩士族の家柄に生まれ、明治維新の乱世を生き抜いた父・竹内 綱と長男・竹内明太郎。新しい日

本をどのような国にしたいと考えたのでしょうか。国のために自らが何をするべきか、という想いが常に念頭にあっ

た父子の生涯を振り返り、彼らが理想としていた国家について考えてみましょう。

　父・竹内 綱

５

竹内 綱（1839-1922）　

写真提供：宿毛市立宿毛歴史館

　子・竹内明太郎

け い ふ

け い じ ん

user007
タイプライターテキスト
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なります。明太郎の思想形成において、東洋のルソー

と称され、フランス流自由民権論を唱える自由民権運

動の理論的指導者の兆民から受けた影響はとても大き

なものでした。

明治 18（1885）年 26 歳の時、綱が創業した芳谷炭

坑の経営に加わり、政治活動や鉄道事業が多忙な父親

に代わって会社の実質的な経営者となります。

明治 27（1894）年、東京に竹内鉱業株式会社を設立し、

事業の全国展開を試みます。明治 35（1902）年、竹内

鉱業は遊泉寺銅山（石川県小松市）を取得し、近代的

な採掘方法で飛躍的な発展を遂げます。

明太郎は明治 44（1911）年芳谷炭坑を売却しますが、

その年竹内鉱業傘下で綱が運営する茨城無煙炭鉱株式

会社の社長に就任しその炭区を拡張します。竹内鉱業は

そのほか新潟県糸魚川の橋立金山、北海道の大夕張炭

鉱など全国に優良鉱山をもつ、屈指の鉱山会社に成長

させます。こうして竹内鉱業は三井や三菱と肩を並べ

るほどの大企業になりましたが、明太郎の思いは、そ

うした事業拡大とは別の方向に向いていました。

明治 33（1900）年、パリ万博を見学したとき、欧州

諸国の驚くべき工業力に圧倒され、国を豊かにするた

めには、何よりも工業の発展が急務であると考えます。

工業立国を適
かな

えるために、唐津に工科学校の創立を計画

し、多くの優秀な研究者を海外に留学させました。時

を同じく大隈重信は早稲田大学に理工科の創設を悲願

としていましたが、財政面と人材面で難航していまし

た。これを知った明太郎は国の工業発展を第一と考え、

それまで育成した研究者を大隈の早稲田大学に惜しみ

なく譲りました。さらに 20,970 円にも及ぶ多額の財政

支援をしました。こうして明治 41（1908）年、早稲田

大学理工科（現在の基幹理工学部・創造理工学部・先

進理工学部）の創設が実現したのです。大隈は後々ま

で明太郎に感謝し、「無名の英雄」と称えました。

早稲田大学では大正 13（1924）年、明太郎に「校賓」

の名称を贈呈し、平成 5（1993）年に「竹内記念ラウンジ」

（55 号館）を、平成 20（2008）年に「竹内明太郎　記

念会議室」（63 号館）を設置、平成 23（2011）年には「竹

竹内明太郎（1860-1928）

写真提供：宿毛市立宿毛歴史館

内明太郎之胸像」

をコマツの支援

で西早稲田キャ

ンパス西門付近

に設置し、理工

学部「最大の恩

人」と称
たた

えてい

ます。

ま た、 綱 か ら

受け継いだ「工

業冨國基」の理

念に基づき明治

45（1912） 年、

私財を投じて郷

里の高知県に私立高知工業学校（現高知県立高松工業

高校）を創立しました。全国初の５ヵ年制、完全にオ

リジナルなカリキュラムを組む優れた工業学校となり、

優秀な人材を多く輩出しています。

明太郎は鉱山経営を行う一方で、埋蔵資源に頼らな

い地場産業の必要性を唱
とな

えます。いくら優良な鉱山、

炭鉱であっても埋蔵資源は限りがあり、いつかは枯
こ か つ

渇

すると考えたからです。特に機械工業の必要性を感じ、

明治 42（1909）年、芳谷炭坑内に唐津鐵工所を創業し

ます。唐津鐵工所は大正５（1916）年竹内鉱業から分

離独立し株式会社唐津鐵工所となります。現在は株式

会社唐津プレシジョンと社名を変えています。

明治 44（1911）年、若き技術者、橋本増治郎の国産

車製造に対する熱い思いに応えた形で、快進社（現日産

自動車）の創業を支援し、国産車第一号となるダット

号の開発に尽くします。ダットサンの DAT は支援者で

ある田
でん

健治郎（D）、 青山禄郎（A）、竹内明太郎（T）の

頭文字をとったものです。快進社の初代社長は橋本増

治郎が務めますが、所在地が当時外交官で弟の吉田茂

邸内（広尾）及び竹内鉱業本社内に事務所を置いたこと

から、明太郎は支援者というよりも、社長に準ずるポ

ジションであったと想像出来ます。現在も日産自動車

の海外ブランドとして「DATSUN」が残されています。
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明太郎は唐津に唐津鐵工所を創業したように、大正 6

（1917）年、遊泉寺銅山内に小松鉄工所及びその翌年、

小松電気製鋼所を竹内鉱業の付属施設として創業させ

ます。小松鉄工所の初代所長に快進社社長の橋本増治

郎を充
あ

てます。大正 10（1921）年、小松鉄工所は竹内

鉱業から分離独立し、株式会社小松製作所となり、同

時に小松電気製鋼所を吸収合併します。そして後に「世

界のコマツ」へと成長します。

明太郎は偉大な実業家でし

たが、政治家としても活躍

します。大正４（1915）年、

衆議院議員総選挙に立憲政友

会（高知県郡部区）から出馬

して当選し、その後 2 期務め

ています。

数々の偉業を成し得た明太

郎でしたが、晩年は炭鉱不況

と昭和金融恐慌のあおりを受

け、 昭 和 3（1928） 年、 竹

内鉱業が立ち行かなくなりま

す。この頃から心労がたたり

肺を患い病床に伏せることが

多くなります。その年、病気

が回復することなく、この世

を去りました。享年 68 歳で

した。主を失った竹内鉱業は

廃業となりました。

明太郎は企業が巨大化する

ことを嫌っていました。経営

者と従業員が同じ価値観を持

つ精鋭部隊であることを企業

の理想と考えたからです。そ

うした経営哲学の下、鉄工部

門を分社化します。その結果、

竹内鉱業消滅後も唐津鐵工

所と小松製作所は生き残りま

す。特に小松製作所は竹内鉱

業が苦境に陥ってからの分社

化です。そこには何があってもこの企業を守ろうとする

明太郎の気持ちが伝わって来ます。そして自らは竹内

鉱業という沈没船に乗って沈んでいったのです。巨万

の富を築いた明太郎ですが、死に際は無一文だったと

いわれています。全てを失っても、そうした潔さによっ

て国の発展を導く多くのものを残したのです。

竹内綱・明太郎を育んだ宿毛

高知県宿毛市は四国の南西部に位置し、愛媛県に接して近くには景勝地

足
あしずり

摺岬があります。江戸時代は伊賀氏居城の城下町として栄え、明治維新後

には多くの優秀な人材を輩出します。

城下に広がる市街地は縦横一辺 500 メートルほどで、2 時間ほど歩くとま

ち並みの全てを見ることが出来ます。市の人口は 2 万人弱の小都市ですが、

明治〜大正時代に活躍した著名人が多く、20 人を優に超えます。まちを歩く

と小野梓記念公園、竹内綱・明太郎・吉田茂邸跡、日新館跡、文館跡、大江

卓邸跡、酒井南
なんれい

嶺邸跡、後藤環爾邸跡といった史跡があり、町じゅうが資料

館のようです。

著名人がこれほど多い要因はいろいろ考えられますが、まずは幕末の変革

期に目付け役として力を発揮した竹内綱の指導力や教育者酒井南嶺の影響が

大きいでしょう。酒井は「日新館」の講授役として教
きょうべん

鞭をとり、その薫
くんとう

陶によっ

て明治時代に多くの人が活躍します。竹内綱もその一人です。また、土佐出

身の吉田東洋門下生で維新後も活躍した後藤象二郎、板垣退助、岩崎弥太郎

との交わりや、土佐勤王党の坂本龍馬、中岡慎太郎、武市半平太、岡田以蔵

など、明治維新

で活躍した人た

ちの気概が、土

佐の西端である

宿毛にも伝
で ん ぱ

播し

たと考えられま

す。

高 知 県 宿 毛 市 に

竹 内 綱・ 明 太 郎 親

子の邸宅があった。

今 は 案 内 板 と 石碑

が残るのみ。
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名、坑外夫 410 名、職工 140 名）計 2,017 名で、家族

を含めると 4,000 名を超える大所帯となり、ひとつの

町を形成していました。

鉱産量は、明太郎が社長就任時の明治 44 年には

125,000,000 斤
きん

（75,000 トン）、その後とんとん拍子

に上昇し、ピークは大正 3（1914）年 350,000,000 斤

（210,000 トン）で、その後年々減少します。

無煙炭は、燃焼に際して煤
ばいえん

煙及び臭気が少なく、薪材

木炭の代用品として広く需要がありました。但し、茨城

無煙炭鉱所有の全ての炭区で無煙炭が採炭されたわけ

ではありません。地元の方から聞いた話によると、中

郷（第二鉱および第三鉱）では無煙炭が採炭されてい

なかったそうです。無煙炭は日本国内での産出量が極

めて少なく、第一鉱（華川小豆畑地区）においても割

合がさほど多かったとは思えません。希少だからこそ、

無煙炭の採炭は茨城無煙炭鉱の特長であり最大の売り

商品であったことを社名が示しています。

無煙炭の取引先は製糸業、製菓業者、酒・味噌・醤

油等の醸造業者、飴・菓子・砂糖等の製造業者、湯屋・

理髪店・料理店その他一般家庭におけるストーブ・風呂・

炊事用が主で、汽罐（ボイラー）に使用される場合も

ありました。住宅密集地の工場では煤煙が飛び散らな

いので重宝され需要が増えたそうです。

販売先は東京、横浜などの関東一円、さらに西は大阪・

京都、北は秋田・山形に至るまで、30 府県に顧客があ

りました。付近の同業者との価格維持のため、茨城採

炭株式会社及び山口無煙炭鉱合資会社と協同で茨城無

茨城無煙炭鉱
竹内明太郎の最後の挑戦

明治 29（1896）年、三井財閥の団
だ ん た く ま

琢磨の紹介で茨城

県多賀郡華
はなかわ

川村小
お ず は た

豆畑・芳の目地区 ( 現北茨城市華川町

小豆畑 ) の山を竹内綱が入手しました。そして茨城炭鉱

株式会社を設立し、竹内綱が社長をつとめ竹内鉱業株

式会社の一事業として炭鉱を開削します。

 明治 30（1897）年、日本鉄道磐城線（現 JR 東日本

常磐線）磯原停車場（磯原駅）の開業と同時に、小豆

畑～磯原停車場間に馬車軽便鉄道の免許を取得し、間

もなく線路を敷設します。

明治 34（1901）年には茨城無煙炭鉱株式会社に改組、

本社は東京市京橋区明石町 11 番地に置きました。明治

36（1903）年、芳の目地区に火力発電所を建設し、常

磐炭田初となる電力による操業が行われました。

明治 44（1911）年竹内明太郎が社長に就任し事業を

拡大します。小豆畑・芳の目地区を第一鉱区とし、新た

に石岡地区（現北茨城市中郷町石岡）に第二鉱区を開

削、日
ひ た な

棚地区（現北茨城市中郷町日棚）に第三鉱区を

開削しました。大正 6（1917）年、第二鉱区と第三鉱

区及び常磐線南中郷駅は曳
えいさく

索軌道（ロープで貨車を引っ

張る軌道）で結ばれました。

炭区の規模は、第一鉱区 1,158,710 坪、第二鉱区

707,322 坪、第三鉱区 480,000 坪で、その他試験鉱区

974,335 坪があり、常磐炭田南部（茨城県）で最大規

模を有していました。

所員（事務員 97 名、技術員 70 名）、鉱夫（坑内夫 1,300

茨城無煙炭鉱は竹内綱が開削し竹内明太郎が炭区を拡大した竹内鉱業傘下の炭鉱で、常磐炭田南部地区最大の規

模を有していました。無煙炭という煙の少ない上質な石炭が採炭され、東京や横浜など住宅密集地の工業で重宝さ

れました。竹内農場の食糧を炭鉱労働者へ供給していました。

　竹内綱の時代

　竹内明太郎の時代

6

　炭質と販路



16

　従業員への手厚い待遇

考えられていて、どこも過酷な労働環境でしたが、茨

城無煙炭鉱はこのように異例づくしだったのです。

明太郎は炭鉱に変わる地場産業を興すため、茨城無

煙炭鉱の付属施設として、唐津鐵工所や小松鉄工所と

同規模の鉄工所の創設を計画します。そのため、常磐

線南中郷駅前に 3 千余坪の敷地を買収し、大正 8（1919）

年 5 月に南中郷鉄工所の起工のため地鎮祭を執り行い

ました。しかし、大正 9（1920）年以降の不況の中で、

この工事がどの程度まで進んだか定かではありません。

企業の利益よりも従業員の厚遇を優先した茨城無煙

炭鉱は、第一次大戦後の長引く不況を耐え抜くだけの体

力がありませんでした。石炭の売り上げが激減し、大

正 14（1925）年に廃業となります。翌年、全ての鉱区

と施設は大倉鉱業に譲渡され、以後大倉鉱業無煙炭鉱

となりました。 

しかし、間もなく大倉鉱業自体が経営不振に陥り、第

一鉱（華川小豆畑地区）を休止（後に廃鉱）し、二鉱

（中郷石岡地区）と三鉱（中郷日棚地区）を統合し中郷

鉱としました。昭和 9（1934）年、大倉鉱業無煙炭鉱

は入山採炭に譲渡され、入山採炭中郷鉱となりました。

その後、幾多の変遷を経て、中郷鉱は茨城県で唯一の

炭鉱となりましたが、昭和 46（1971）年、突然襲った

水没事故によりあっけなく閉山となりました。

煙炭共同販売所を設置し、販売の一切を委託して好成

績を上げました。

竹内明太郎は炭鉱を視察する時、坑夫に対してもき

ちんと帽子を取ってお辞儀をしたといい、彼の炭鉱従

業員に対する敬愛の気持ちが伝わって来ます。そのよ

うな明太郎が経営する茨城無煙炭鉱では、住居、健康

管理、娯楽施設の設置、表彰の制度など従業員の待遇

が極めて優れていました。

住居に関しては、ランプ生活が当たり前の時代、勤

務 2 年以上の妻帯者には電灯が付いた住宅を無償で提

供し、共同浴場まで設けてありました。また独身者に

対しても電灯が付いた合宿所（寮）を設け低価格で貸

し与えました。日々の生活支援として、各鉱には従業

員が気軽に日用品を買えるよう用度部（購買部）があ

りました。用度部は一時に大量仕入れをし、卸値段で

販売し、また米価が高騰した時は会社で差額を負担し

て安定的に低価格で提供しました。用度部の販売方法

は手持ち金がなくても支障がないように、給料天引き

の掛け売りも行っていました。竹内農場で栽培された

農作物は常磐線で運ばれて用度部に持ち込まれ、食糧

の安定供給の役割を担っていたと考えられます。

健康管理面では、各鉱に会社専属の病院（診療所）

を設置し、数名の医師のほか看護婦（看護師）等を配

属して患者の診療を行いました。料金は取らず、僅
わず

か

な薬代の負担だけで気軽に診察を受けることが出来ま

した。薬代も日用品同様に給料天引きが出来ました。

娯楽面では飲酒、賭博等の悪習慣を止め、鉱員を善

良な習慣へと導くよう、各鉱に図書室・ビリヤード・

テニス・蓄音機・碁・将棋・剣術等の施設を設け気軽

に利用出来るようにしました。また、遠足や談話会、

寄席、活動写真会（映画会）を開催し、家族と共に楽

しく過ごせるように配慮しました。毎年春季あるいは

秋季に山神の祭典を行い、正月及び盆は 2 〜 3 日の休

養日を設け、芝居、曲芸などの余興を催しました。

当時は、資本家が労働者を搾取するのが当たり前と

写真 1　今も残る茨城無煙炭鉱第三鉱の遺構（茨城県北茨城市）

　茨城無煙炭鉱の終焉
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茨城無煙炭鉱の遺構を訪ねて

閉山から約半世紀が経過した令和 2（2020）年 1 月 20 日、茨城無煙炭鉱の遺構を探して北茨城市を訪れま

した。

最初に訪れたのは中郷鉱跡（北茨城市中郷町日棚）です。炭鉱そのものの遺構は見られませんが、小高い山

の麓
ふもと

に選炭所等の関連施設が廃墟と化していました（左ページ写真 1）。地元の方々に伺うと、これらは戦前か

らの施設で、小高い山はボタ山（石炭生産の際に出る捨石の集積場）の跡ということが分かりました。中郷鉱

近くには「三砿」というバス停がありました。これは茨城無煙炭鉱時代にこの地に存在した「三鉱」という炭

区名が親しまれ長年定着しているようです。往時の炭鉱と住民の密接な関係がうかがわれます。

中郷鉱跡の近くに旧十石隧
ずいどう

道（写真 2）という史跡があります。これは大正 6（1917）年に茨城無煙炭鉱第

二鉱と同第三鉱を結ぶために敷設された曳索軌道のトンネルです。曳索軌道で第二鉱から第三鉱に運ばれた石

炭は、ここから同年に敷設された第三鉱専用曳索軌道により、第三鉱で採炭された石炭とともに南中郷停車場

まで運ばれたそうです。

次に、明治 44（1911）年敷設の第二鉱と南中郷村大塚（現北茨城市磯原町大塚）を結ぶ曳索軌道の痕跡を

探してみました。この路線は、第二鉱で採炭された石炭を南中郷村大塚まで運び、ここで山口炭鉱専用線に積

み替え磯原停車場へと運ぶための第二鉱専用線でした。前述の第二鉱と第三鉱を結ぶ曳索軌道が開通したため

廃線になったそうです。現在も、磯原町大塚及び隣接の木皿地区には山口炭鉱専用線の枕木と鉄橋跡（写真 3）

及び重内炭鉱専用線のレールが確認出来ます。しかし、廃線時期が早かった茨城無煙炭鉱の軌道はレールの痕

跡すらありません。太平洋戦争時の金属類回収令によって国に供出されたのかもしれません。

最後に、茨城無煙炭鉱の原点、竹内綱が開削した第一鉱があった華川町小豆畑地区（写真 5）を訪ねました。

かつて賑わった華川の

街並みに、今は炭鉱町

の面影すらありません

（写真 4）。地元の人に

尋ねてみましたが、こ

こに炭鉱があったこと

さえ知らない人が多

いようです。大正 14

（1925）年、大倉鉱業

への売却後まもなく閉

山したため、人々の記

憶からも地域の歴史か

らも消え去ってしまっ

たようです。唯一、炭

鉱らしさを感じた場所

は、華川小学校近くの

石炭層の断層でした。

写真 2（左上）曳索鉄道の遺構、旧十石隧道。　

3（右上）旧山口炭鉱専用線の鉄橋跡。 　4（右

下）かつての炭鉱町北茨城市華川町のまち並。　

5（左下）かつて第一鉱があった北茨城市華川

町小豆畑地区。
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には全長 3.2 キロメートルに及ぶ専用軽便鉄道を敷設し

て炭坑と唐津港を結びました。

明治 27（1894）年、竹内父子は東京に竹内鉱業株式

会社を設立します。同年、芳谷炭坑も株式会社に改編

し竹内鉱業の傘下となります。なお、共同経営者だっ

た高取伊好はこのとき独立し、相知炭坑の採掘を始め、

後に「肥前の炭鉱王」の異名をとるまでに成功します。

明治 39（1906）年、矢代町炭坑を買収して第三坑とし、

明太郎経営時代の最盛期を迎えます。記録によると坑区

435 万坪、炭坑従事者 3,116 名、斜坑（傾斜している

坑道）3 本、立坑（垂直に掘られた坑道）1 本、年間出

炭量 495,852 トン（1 日当たりダンプカー約 136 台分）

がありました。また、炭坑立の芳谷尋常小学校を設置し、

病院・劇場・商店などが軒を連ねる巨大な炭坑町を形

成していました。

明治 42（1909）年、明太郎は芳谷炭坑の機械製造

事業を始めるために芳谷炭坑唐津鐵工所を創設します。

竹内鉱業
龍ケ崎に竹内農場を営んだ竹内鉱業の栄枯盛衰

竹内綱は、明治７（1874）年 自由民権運動の同志、

後藤象二郎から蓬莱社の高島炭鉱の経営を任されます。

部下には後に芳谷炭坑（現佐賀県唐津市）の共同経営

者となる技術者の高取伊好（佐賀藩出身）がいました。

綱は蓬莱社の財務担当をしていた時、会社の経営基

盤を安定させるために、蓬莱社の事業の一つとして高

島炭鉱の運営を後藤に薦めたと言われています。

綱によって高島炭鉱は順調に業績を上げ、周辺の端島

（軍艦島）、大島、香焼の鉱山開発を行います。ところ

が明治 14（1881）年、後藤の事業が失敗し、やむなく

炭鉱の全てを三菱の岩崎弥太郎に売却します。

綱はその後も炭鉱経営に情熱を失うことなく、明治

18（1885）年、高取伊好らとともに芳谷炭坑を開坑し

ます。この時から綱の長男竹内明太郎が経営に加わり

ます。これが竹内父子の鉱山経営の原点となります。

 

明治 18（1885）年、竹内綱、高取伊好、外村宗次郎

らは北波多（現佐賀県唐津市北波多）岸山地区寺ン谷の

寺ン谷炭坑を買収し、芳谷炭坑合資会社を創業します。

芳谷炭坑は綱が社長を、高取が技術長を務め、経営実

務を唐津に赴任した明太郎に任せます。明太郎は隣接

地を開坑し、また周辺の海軍予備炭田を買収し炭区を

拡張します。

明治 22（1889）年 北波多地区中野に第二坑を開坑し、

それ以前の坑区を第一坑とします。明治 23（1890）年

一時期は、三井・三菱と肩を並べられるほどの名門企業に成長した竹内鉱業は、「工業富国基」の理想の下、自社

の利益追求よりも豊かな国づくりを目指しました。後世にたくさんのものを残しましたが、会社自体は経済の荒波

に耐えきれず消えていきました。東京市京橋区明石町（現東京都中央区明石町）に所在しました。

　鉱山経営の原点

7

　芳谷炭坑

芳谷炭坑第三抗遺構（写真提供： 北波多の自然と歴史を守る会）
や ぎ



19

　遊泉寺銅山

が、明太郎の慧眼により、遊泉寺銅山なき後も小松に

地場産業を残すことが出来ました。

閉山から 70 余年が過ぎ、小松という地方都市に産業

を興した先人たちの業績を偲ぶため、平成 3（1991）年、

銅山跡入り口付近に遊泉寺銅山跡記念碑が建立されま

した。そして平成 8（1996）年 記念碑の隣に竹内明太

郎像が建立されました（写真）。

現在、遊泉寺銅山跡は小松市が中心になって整備を進

めています（21 ページ囲み参照）。これをコマツ（株式

会社小松製作所）が全面的に支援する官民一体の事業と

なっています。入口には記念碑等が建ち並び、駐車場

やバイオマストイレが設置された公園になっています。

令和 3（2021）年の完成を目指し銅山跡全体の整備が

進められています。

 

竹内鉱業は他にも多くの炭鉱を経営していました。そ

のうち判明しているものを次に挙げます。

 ● 大夕張炭鉱
夕張市鹿島地区にあった炭鉱で、明治 27（1894）年

明治 44（1911）年、芳谷炭坑の炭坑部門を三菱鉱業

へ売却し、鉄工所の運営は竹内鉱業に引き継がれます。

大正５（1916）年、唐津鐵工所は竹内鉱業から分離独

立し株式会社唐津鐵工所となります。三菱鉱業へ売却

された炭鉱は、昭和 8（1933）年に閉山となりますが、

明太郎の的確な事業転換により、地場産業である唐津

鐵工所が残りました。これが現在の株式会社唐津プレ

シジョンです。

 

遊泉寺銅山は享和 7（1807）年 現在の石川県小松市

鵜川町に開鉱した銅山で、明治維新までは加賀藩の有

力な財源となっていました。明治になり芳谷炭坑の経

営の一翼を担う外村宗次郎が採掘権を取得します。そ

して明治 35（1902）年に竹内鉱業を率いる竹内明太郎

の経営に移行します。

竹内鉱業の経営は当時の最先端をいくものでした。明

治 40（1907）年には鉱山から小松まで軽便鉄道を敷設

し、また、採掘を機械化するために神子清水発電所を

建設、精錬方法も溶鉱炉にして、さらに電気分銅所を

設置してその規模を拡大しました。明太郎が遊泉寺銅

山小学校を建てたのもこの年です。

『遊泉寺銅山精錬所町並図』によると大正 5（1916）

年頃は従業員 1,600 人を超え、家族を合わせると 5,000

人が生活し、病院、郵便局、小学校、飲食店、床屋、遊

郭、トロッコ駅、鍛冶屋、呉服店、雑貨店等が軒を並べ、

一大鉱山町を形成していたことが分かります。

第一次世界大戦バブル期の大正 6（1917）年、竹内

鉱業は遊泉寺銅山内に小松鉄工所を、大正 7（1918）

年には小松電気製鋼所を創設します。

その後、バブル期の反動ともいえる不況の嵐が鉱山

業を直撃し、大正 9（1920）年に遊泉寺銅山が閉山と

なり、竹内鉱業は苦境に陥ります。そうした状況の中、

大正 10（1921）年に小松鉄工所は竹内鉱業から分離独

立して株式会社小松製作所となり、小松電気製鋼所を

吸収します。昭和 3（1928）年竹内鉱業は解散します

竹内明太郎先生之像（石川県小松市）。公園として整備が進められ

ている遊泉寺銅山跡の入口には記念碑と竹内明太郎の銅像がある。

　その他の鉱山

け い が ん
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から三菱鉱業に買収される明治 45（1912）

年まで竹内鉱業が運営したと思われます。

 ● 橋立金山
上杉謙信が採掘していたと伝えられる金山

で、現在の新潟県糸魚川市に所在しました。

総産金量が約 1.2 トンの比較的小規模な金山

でした。最盛期は明治31（1898）～ 38（1905）

年で、約 1,000 人の鉱山関係者が働いていま

した。竹内鉱業の運営期間は不明です。

 ● 西谷金山
所在地　岐阜県、詳細不明。

 ● 亀ケ谷金山
所在地　富山県富山市、詳細不明。

 

15 ページ「茨城無煙炭鉱」参照。

大正 9（1920）年頃から日本経済を襲った戦後不況

は遊泉寺銅山を閉山に追い込み、竹内鉱業は急速に力

を失います。この厳しい時に竹内鉱業は機械製造部門

の小松鉄工所を敢えて切り離し、炭鉱業だけで起死回

生を図ります。しかし大正 12（1923）年、関東大震災

が首都圏を直撃し、竹内鉱業の石炭貯蔵庫が類焼し大

量の石炭を失います。そして大正 14（1925）年、長引

く不況で傘下の茨城無煙炭鉱は廃業となり、鉱山の全

てが大倉鉱業へ譲渡されます。昭和 2（1927）年、金

融恐慌により銀行からの借り入れが出来ず、再生を断

念するしかありませんでした。翌年の昭和 3（1928）年、

竹内明太郎は失意の中逝去し、竹内鉱業は解散となり

ました。

明太郎は「鉱山業はいずれ駄目になる。だから地場

産業をおこす必要がある」と言い続けました。その通り、

鉱山業の竹内鉱業は消滅し、明太郎が興こした地場産業

である唐津鐵工所と小松製作所は残りました。しかし、

　竹内鉱業の終焉

それは明太郎が描いた理想とは違い、戦後不況によっ

て竹内鉱業の終焉が突然訪れたのです。

一時期は巨大企業に成長した竹内鉱業ですが、企業の

利益より国家の繁栄と人々の幸福を優先した明太郎の

経営方針は、平常な経済状況にあってこそ成り立ちま

すが、不況が長引くと立ち行かなくなるのです。企業

の清算手続において、経営トップである明太郎が背負っ

たものの重さは計り知れません。

竹内鉱業は消滅しましたが、竹内鉱業が残したもの

を列挙すると、唐津鐵工所や小松製作所はいうまでも

なく、明太郎の支援によって生まれた快進社（日産自

動車の前身）や早稲田大学理工科、そして明太郎が創

立した高知工業高校も含まれます。これらは総て竹内

鉱業の企業活動の中で得た莫大な資金によるものです。

後世に、これだけ大きなものを残し、産業史の片隅

に消えた企業は竹内鉱業のほかに存在しません。

①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

竹内綱・明太郎出生地（高知県宿毛市）

竹内鉱業本社（東京都中央区）
芳谷炭坑（佐賀県唐津市）

遊泉寺銅山（石川県小松市）

西谷金山（岐阜県）

茨城無煙炭鉱（茨城県北茨城市）

大夕張炭鉱（北海道夕張市）

橋立金山（新潟県糸魚川市）

亀ヶ谷金山（富山県富山市）

竹内農場（茨城県龍ケ崎市）

竹内鉱業関連施設地図（主に『沈黙の巨星̶

コマツ創業の人・竹内明太郎伝』を基に作成）
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遊泉寺銅山跡を訪ねて

令和元（2019）年 5 月に、ハウジングアンドコミュニティ財団の会合出席のため金沢へ出かけた際、石川

県小松市に残る遊泉寺銅山跡を訪ねました。

遊歩道の案内板に沿って一歩足を踏み入れると、銅山の麓には用水路が整備され、歩道に沿って石垣（写真

1）があり、住宅が建ち並ぶ鉱山街だった様子が伺われます。やがてレンガ造りの真
ま ぶ き ろ

吹炉（写真 2　銅の含有量

など成分分析に使用された炉）が目につき、銅山跡であることが確認できます。さらに奥に進むと精錬所跡と

思われる場所にむき出しとなった煙道が山の傾斜に這ったように伸びていて、その先に高さ 20 メートルのレ

ンガ造りの大煙突が聳
そび

えていました（写真 3）。さらに進むと立坑やレンガの遺構が随所にあり、往時を偲
しの

ぶこ

とが出来ます。途中からは険
けわ

しい坂道となりロープが張り巡らされていて、まるで登山の様相です。大木が倒

れて道をふさいだ個所もあり、1 時間ぐらい歩いて山頂に到着しました。山頂付近にも赤レンガの「巻上げ装

置（写真 4　精錬所から出たノロ不純物を引き上げた機械の備え付け台）」の遺構がありました。ここからなだ

らかな下り坂が続き、急ぎ足で下山すると、途中砂山（作業工程で排出した大量の砂を廃棄した場所）や鉱山

町の水源跡などの遺構がありました。

約 1 時間 30 分掛けてようやく遊泉寺銅山跡遊歩道を完歩しましたが、途中人ひとり出会うことはありませ

んでした。現在進められている整備が完了すれば、地域の歴史と産業遺産が体感出来る施設として賑わうこと

でしょう。遊泉寺銅山は竹内明太郎の時代に閉山しているので、遺構や残骸の全ては紛れもなく明太郎が遺し

たものであり、一歩一歩、特別な想いで歩きました。

写真　1（左上）石垣（住宅地跡）。　2（右上）真吹炉。　3（左下）巨大煙道。その先には高さ 20 ｍの大煙突。　4（右

下）巻上げ装置跡。
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西棟平屋部分は、平成 29（2017）年の調査では建築に

係る請求書の記載や昭和に入ってから管理を任された

人物と竹内家がやりとりした手紙などから蚕室とみな

され、レンガ造の炉（蚕室を暖めるものか）のような

ものが 2 基ありますが、当初より蚕室として使用され

たかどうかは不明です。

内装については、写真等、往時の様子を知る手がかり

がないため、現状から推測するしかありませんが、内

壁は白漆喰で化粧され、天井部分には当時の西洋館では

一般的であった漆喰装飾が施されていたと思われます。

現在、建物の木材部分、梁、根太、床面といった主

要な構造物は、腐朽、あるいは持ち去られ、屋根も完

全に落ちてしまっています。昭和 14（1939）年の記録

によれば建築資材や備品、什器が盗難にあい、屋根の

竹内農場西洋館の
建築様式

ディテールに見られる建築の特徴

建物の構造は、レンガの小
こ ぐ ち

口と長
な が て

手を交互に積んでい

くオランダ積みによるもので、鉄骨や木骨を用いない純

粋なレンガ造りとなっています。東棟の1階部分は、ホー

ルと居室、竈
かまど

のある土間、そしてトイレ、浴室、台所

の下屋が付属していました。また、２階部分は３間あり、

それぞれ居室となっていたと考えられます。玄関を入っ

たホール部分には、他の西洋館ではあまり見られない

地階があり、この西洋館の大きな特徴となっています。

西洋館は現在赤レンガの壁面と御影石の基壇部分のみを残すばかりとなっています。設計図は未だ見つからず、

設計者もわかっていません。残された遺構をつぶさに観察してみると、竹内明太郎がどのような目的で西洋館を作っ

たのか、その手がかりをつかめるかもしれません。

　竹内農場西洋館の概要

８

写真 1　竹内農場の西洋館竣工記念写真（大正 9（1920）年　龍ケ

崎市教育委員会所蔵）

　西洋館の現状

　竣工年：大正 9（1920）年

　設計請負：太田圓七建築部

建物構造・規模

　東棟（住居）

　建物構造：レンガ造２階建地下１階

　寄棟屋根瓦葺

　　１階床面積：６７．０９㎡

　　 2 階床面積：６７．０９㎡

　　現況最高高さ：７ｍ

　東棟北側下屋

　　建物構造：木造１階建、片流れ屋根瓦葺

　　建物面積：２３．６３㎡（推定）

　西棟

　　建物構造：レンガ造１階建、切妻屋根瓦葺

　　床面積：６７．６１㎡

※『竹内農場赤レンガ西洋館の平面図等作成及び

保存に係る調査報告書』より
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や古様を示しています。大正年間は、住宅建築の改良

運動が行われ、生活本位の住宅が目指された中で、こ

の西洋館は、純粋レンガ造であり住宅と呼ぶにはあま

りにも重厚で大きな建物となっています。

 建物の印象は、居館でありながら、倉庫や学校のよ

うな雰囲気もあり、むしろ施設的なイメージすらあり

ます。明治、大正期の紳士貴
き け ん

顕が住まう西洋館の多く

が居室に暖炉を備え、煙突を設置していましたが、本

西洋館の古写真からは居室の煙突は確認できません。

暖房という居住性に関わる要素が抜けているのも特異

なことといえましょう。さらに、大空間の地下室、蚕

室とみなされる西棟など、住宅におよそ不必要な空間

の存在は、なかなか説明がつきません。しかしながら、

竹内農場という大きな枠組みで考えた時、この西洋館

がどのような役割を果たし得るのか再検討することに

よって見えてくるものがあるように思われます。今後、

古写真や文書等の発見により、竹内明太郎による農場

の構想が明らかになった時、西洋館を正しく位置付け

ることができると考えています。

崩落は昭和 20 年代には既に始まっていたと考えられま

す。また、レンガの壁も一部亀裂が入っている状態で

す。外壁にはここ数年のものと思われるスプレーによる

落書きも散見され、維持管理の仕方は喫
きっきん

緊の課題となっ

ています。

竹内農場西洋館は基壇部分に打ち欠いた面を見せる白

御影石の板を貼り、その上に赤レンガを積んでいます（写

真２）。 また、窓の底部に白御影石を配置しており、赤

と白のコントラストの美しい建物です。こうした赤レン

ガと白御影石の組み合わせは、明治期に流行したゴシッ

クリバイバルやネオ・バロック様式で多用されたもの

で、本西洋館も同じ流れに位置付けることができます。

壁面上部、屋根との接点である軒下部分にはデンティ

ルと呼ばれるレンガによる装飾が続いており（写真３）、

こちらは中世の城郭に見られる様式で、ロマネスク的な

装飾となっているといえます。窓などの開口部は、アー

チ構造になっておりますが、通常のアーチではなく、写

真 4 のように隠しアーチと扁平アーチを組み合わせた

手間のかかるものになっており、レンガ積みの美しさが

際立っています。

マヌ都市建築研究所による『竹内農場赤レンガ西洋館

の平面図等作成及び保存に係る調査報告書』では、本西

洋館を日本製の屋根瓦を用いているところから和洋の

「折衷様式」と位置付けていますが、西洋建築における

いくつかの様式が複合的に交じり合い、日本的な解釈の

中で形をなした「折衷様式」ということもできます。

1910 ～ 20 年代は、西洋建築史的には折衷様式から

モダニズムに入っていく過渡期にあり、日本においても

ややタイムラグはあるものの、およそ同じような過程を

経ています。日本の近代住宅建築は、この時期、洋風住

宅が中流階級の郊外型住宅（田園調布、常盤台などの）

として次々と建築されていきました。こうした個人住宅

の多くが、木造にタイルやレンガ、石を部分的にあし

らった西洋風の建物であったことに比べ、竹内農場西洋

館は明治期の建築に見られるディテールを引き継ぎ、や

写真 2（上）白御影石による基壇装飾。　3（左下）西棟デンティ

ル部分。　4（右下）隠しアーチと扁平アーチの組み合わせ。

　西洋館としての建築様式
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実測図と復元平面図
西洋館の部屋割りと用途をさぐる

西洋館が建築される際に描かれた設計図はまだ発見されていません。現況の実測図や過去の写真、資料などから

推測される復元平面図を紹介します。

　実測図

9

図１　実測調査の記録（『竹内農場赤レンガ西洋館の平面図作成及

び保存にかかる調査報告書』より引用）

『竹内農場赤レンガ西洋館の平面図等作成及び保存にかかる調査報告書』P16 には実測調査の

記録が掲載されています。建物が崩壊して長い年月が経過しているために、建物内部に樹木が何

本も大きく成長しています。
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　部屋割り

図 2　復元平面図（『竹内農場赤レンガ西洋館の平面図作成及び保

存にかかる調査報告書』より引用）

正面入り口を入ると、内玄関（タタキ）があり、ホールに上がると奥には北側下屋の便所（小）、

便所、風呂（円形）があります。ホールの東側には土間（レンガ製の竈
かまど

がある）と居間があります。

ホールの西側に廊下があり、蚕室１、蚕室２があり、蚕室には炉が置かれています。ホールの階

段を上がると中廊下があり、内玄関の上には居室 1、東側には廊下を挟んで居室 2、居室 3 があ

ります。玄関の下には地下室がありますが用途は不明です。（前掲書、P21 ～ 23）

部屋の名前は昭和 14（1939）年の竹内家の関係者による報告書を参照しています。蚕室が建

築当初からあったものなのか、高価なレンガ造の建物の内部に蚕室を設けたのかは、冊子委員会

の中で議論がありました。しかし、大正 8（1919）年の建築時の請求書の中に「竹内農場地区別

宅及び蚕室建設費」の記載があります。
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輸入し、焼成する窯には半永久的にレンガを焼くことが

できるドイツで考案されたホフマン輪窯を導入して、日

本で初めて機械製レンガの大量生産を可能にしました。

日本煉瓦で製造されたレンガの特徴は、機械成形で、

製造されたレンガの平の面にはピアノ線で切り離され

た痕があり、縮
ちりめんじわ

緬皺と呼ばれています。すべてのレン

ガではありませんが、平の面に刻印が押されているも

のもあります。刻印には幾つか種類があり、代表的な

ものは、楕円の中に横方向の「上敷免製」、「日煉」（写

真 7）、縦方向の「日本」（写真 8）と書かれています。

刻印の時期は、「上敷免製」が明治時代、「日煉」が大

竹内農場西洋館の
レンガ

埼玉県深谷市で製作されたレンガ

茨城県龍ケ崎市若柴町に所在する竹内農場西洋館（大

正９（1920）年）建設で使われているレンガは、平成

28（2016）年９月から龍ケ崎市によって実施された調

査で、建物に使用されているレンガより機械成形で楕

円の中に上
じょうしきめん

敷免製という刻印（写真 4）が押されている

ものが発見されたことから、埼玉県深谷市上敷免にあっ

た日本煉瓦製造株式会社（以下、日本煉瓦）で製造さ

れたレンガであることが分かりました。

日本煉瓦は、明治 20（1887）年 10 月に埼玉県榛
はんざわ

沢

郡上敷免村（現在の深谷市上敷免）に、東京日比谷の官

庁街に均質なレンガを大量に供給することを目的とし

て、榛沢郡血
ちあらいじま

洗島村（現在の深谷市血洗島）出身の実業

家である渋沢栄一（写真 1）や、千葉でレンガ製造に関

係し千葉県会議長など政財界で活躍していた池田栄亮、

東京のレンガ工場の経営者である隅山尚徳、三井財閥

の益田孝など５人が 20 万円を出資して創立され、翌年

秋からレンガの製造を始めました。

それまでのレンガは、木製の木枠に粘土を入れて素地

を作る手抜き成形といわれる製造方法で、焼成は瓦を焼

くだるま窯や陶磁器を焼く登窯などで行われていたの

で大量に均質なレンガを製造することはできませんで

した。日本煉瓦ではドイツから機械式の素地成形機を

龍ケ崎市の調査で、西洋館に使われているレンガは埼玉県深谷市にあった「日本煉瓦製造株式会社」製のものと

いうことがわかりました。日本におけるレンガの歴史と西洋館のレンガについて、深谷市で文化財行政に携わって

いる幾島審さんにお話しいただきます。

　刻印からレンガ製造会社が判明

　日本煉瓦製レンガの特徴

10

写真 1（左上）　日

本煉瓦製造初代会長

渋沢栄一。　2（右上）　

諸井恒平。　3、4（左

下）「上敷免製」刻印

と西洋館で見つかっ

た刻印。　5（右下）　

『煉瓦要説』

深谷市教育委員会　幾島　審　
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写真 6（左）　最盛期の工場の様子。明治 40（1907）年頃。　　　　

7（右上）　「日煉」刻印。　8（右下）　「日本」刻印。

　関東大震災後レンガの需要が減少

どです。「日本」の刻印レンガは、建物の外壁などで使

われていたものもありますが、主体的に使われている

ものではありません。関東大震災によって浅草十二階

などのレンガ建造物が多数倒壊したことを受けて、レ

ンガが使われなくなったことが影響していると考えら

れます。

関東大震災以降、レンガの需要が減少していき、現

在残っている６号窯（写真 6）での生産は昭和 43（1968）

年で終了しました。昭和 55（1980）年にはホフマン輪

窯６号窯と木造洋館、所蔵資料が埼玉県有形文化財に指

定され、平成８（1996）年には日本煉瓦製造株式会社

旧煉瓦製造施設（ホフマン輪窯６号窯、木造洋館、旧変

電室、備
び ぜ ん き ょ

前渠鉄橋）が国の重要文化財に指定されました。

その後もレンガやセラミックを生産していたのですが、

平成 18（2006）年に会社を解散し、その約 120 年の

歴史に幕を下ろしました。

解散後、日本煉瓦製造株式会社旧煉瓦製造施設（ホ

フマン輪窯６号窯、木造洋館、旧変電室、備前渠鉄橋）

は深谷市に寄贈され、その管理のもと、一般に公開さ

れています。また、平成 31（2019）年には所蔵資料が

埼玉県の有形文化財に指定されました。現在、文化庁

の指導のもと、平成 25（2013）年度より保存活用計画

の策定、調査工事を経て、ホフマン輪窯６号窯の修理

工事に入っており、その後、木造洋館、備前渠鉄橋な

どの修理を行い、すべてが完成するのは令和７（2025）

年頃の予定です。

（写真提供： 深谷市教育委員会 ※写真 4 は当 NPO 法人）

（文　いくしま・あきら）

正時代、「日本」が昭和時代とされていますが、今回の

竹内農場西洋館など大正時代に建てられた建造物から

も「上敷免製」の刻印レンガが見つかっていることか

ら、刻印の細かい時期については、今後の研究課題です。

また、小口面に社章が刻印されているものもあります。

日本煉瓦で製造されたレンガは、東京を中心に東日

本各地のレンガ建造物で使用されています。渋沢栄一

の後、取締役や会長を歴任した諸井恒平（写真 2）が明

治 35（1902）年に記した『煉瓦要説』（写真 4）の中に、

その頃までに使用された建物や建造物が列挙されてお

り、現在、残っているものを上げると以下のとおりです。

東宮御所（現迎賓館赤坂離宮）、司法省（現法務省

旧本館）、日本銀行（現日本銀行本店本館）、横浜

正金銀行（現神奈川県立歴史博物館）、京都郵便電

信局（現京都中京郵便局）、奉献美術館（現東京国

立博物館表慶館）、日本鉄道大宮工場（現ＪＲ東日

本大宮工場）、碓氷アプト式（現旧碓氷峠鉄道施設）、

山形線（現ＪＲ東日本奥羽本（南）線）、中央線（現

ＪＲ東日本中央本（東）線）、篠ノ井線（現ＪＲ東

日本篠ノ井線）、日本鉄道線（現ＪＲ東日本山手線）

など。

それ以降に造られたものとしては、東京駅丸の内駅

本屋（大正３（1914）年）建設や竹内農場西洋館（大

正９（1920）年）建設などがあります。この他、刻印

が確認できないものの、機械成形のレンガが使用され

ていることや建造物の所在地などから、日本煉瓦を使

用している可能性が高いレンガ建造物は多数あります。

現在文献や実物資料において使用例が確認されている

都道府県は、北海道、岩手、宮城、山形、茨城、群馬、

埼玉、東京、神奈川、新潟、長野、静岡、京都となります。

「上敷免製」の刻印レンガが確認されている建物は多

数あるものの、その後使われたとされる「日煉」、「日本」

の刻印レンガを使用している建物はほとんど認められ

ません。「日煉」の刻印レンガは、横須賀市の旧海軍の

建物などでも見つかっていますが、当初建てられた部

分ではなく、増築部分などに使われているのがほとん
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12 月 に 作 ら れ

ていますが、長

岡がどのような

経緯で設計した

かは明らかにさ

れていません。

実際に庭園がど

こまで施工され

たかについても

確認ができてい

ま せ ん。「 し か

し、長岡は晩年、

主に政治家や官

僚を中心とした

上層階級の個人

庭園を数多く設

計していること

から、その関係者からの紹介によって、竹内家から依

頼されたことは想像に難くないだろう
1 ）

」と思われます。

明治 42 年（1909）に竹内明太郎の郷里である高知県

内の二つの公園（高知公園、五台山公園）を長岡が設

計し 5 年後に竹内農場庭園の設計図が完成している状

況からみて、その時期に長岡が明太郎と出会い庭園設

計を依頼されたのかもしれません。

長岡の造園観が明確に表れているのが植栽のやり方

です。長岡は「自然に基調を置いた近代的な庭園を用

いるものならば、総て技巧のない自然木を選ばねばな

西洋館の庭園設計
近代公園の先駆者・長岡安平が描いた竹内農場庭園

長岡安平（1842-1925）。生涯を通じ、

全国に多くの公園や庭園を設計し、現存

している公園も多い。自ら設計した芝公

園内に自邸を構えた。（公益財団法人東京

都公園協会所蔵）

長岡安平（写真）は天保 13（1842）年肥前大村藩

（現在の長崎県大村市）藩士の五男として生まれました。

幼少期は病弱で花や草木を育てていましたが、体調が

良くなってからは各地の景勝地や庭園を見て廻り、庭

園について書かれた古書を読んでいました。

明治 3（1870）年 29 歳の時に、討幕運動で活躍し

た楠本正隆に付いて上京し、明治 5（1872）年楠本が

新潟県令として着任する際も同行します。新潟は早く

から開港し外国人が多く来航していたので、楠本は近

代的な街づくりに積極的に取り組みます。明治政府が

上野をはじめ全国 81 箇所に公園を設置するより 1 年早

い明治 5（1872）年に白山神社境内で公園の造成を始

めています。その後、楠本は新潟での実績が高く評価

され明治 8（1875）年東京府知事に任命され長岡も上

京します。明治 11（1878）年 37 歳の時に長岡は東京

府土木掛の職員として任命され日本人初の公園技術者

として活躍の場が与えられ、芝公園、飛鳥山公園、坂

本町公園などを設計監理します。一方、当時地方では

公園の専門家は皆無に近い状況から、東京府勤めの晩

年、明治 29（1896）年 55 歳の時に秋田県庁からの依

頼で東京府の職員として出向し千秋公園の設計を行い

ます。これ以降、北は北海道から南は山口県まで、訪

れた地域は 26 都道府県に及びます。退職後も精力的に

地方に赴き、大正 14（1925）年 84 歳で永眠するまで

に行った公園・庭園等の設計は 187 箇所を数えます。

竹内農場庭園の設計図（図 1）は大正 3（1914）年

竹内農場西洋館の周囲には、様々な木々が植えられた美しい庭園が計画されていました。これを設計したのが、

日本全国で公園設計を行っていた長岡安平です。長岡が全国に残した公園や竹内農場の庭園設計図を読み解き、彼

が思い描いた竹内農場庭園がどのようなものであったか考えてみましょう。

　長岡安平の生い立ちと足跡

　竹内農場庭園設計に至る経緯

11

　長岡の設計思想と設計図
　から見て取れる特色
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で書かれた樹木は既存の樹木を示し、墨の濃淡で二つ

に塗り分けています。彩色された樹木は新植の樹木を

示しています。白色の樹木は花木のようにも見えます

が正確には分かりません。紅色は紅葉だと思われます。

西洋館前の淡いピンク色で描いた樹木は紅梅、白色は

白梅を示し混植の梅林が広がっています。さらに西洋

館前の芝生広場越しには桃林（小さな桃源郷）が広がり、

春に薄紅色の花で楽しませてくれるよう設計されてい

ます。

蛇沼の畔には

船着き場が描か

れ、沼中央部に

は船頭が人を乗

せて漕いでいる

小 舟 の 風 景 が

描 か れ て い ま

す。西洋館を訪

れた客人が小舟

に乗って遊覧し

ているイメージ

が浮かんできま

す。蛇沼を望む

風光明媚な場所

に西洋館を建て

た意味合いが伝

わってきます。

らぬ。手入れをして作りあげた旧来の庭木は価額の高

いばかりで、決して自然の崇高な精神を純な風致を有

するものではない
2 ）

。」と言っています。注目すべきこと

は「庭園の根底は自然の模写である
3 ）

」ということです。

竹内農場庭園設計には、在来の樹木としてスギ林・ヒ

ノキ林を残すと共に、既存の樹木の間に新たな植栽を

施し在来の樹木に彩を添えています。

長岡のデザインは一般的な平面図ではなく、美しく彩

色された鳥
ちょうかんず

瞰図的な設計図（図 1）を描いています。墨

図 1（上）『長岡安平による竹内農場庭園設計図（龍

ケ崎市教育委員会所蔵）』。　2（左下）　春には薄紅色

に染まった林を抜けて蛇沼へ続く小道を散策できるよ

う桃林が配置された。　3（右下）西洋館前に梅林。「別

邸建築位置」に西洋館が建てられたと思われる。下の

２つは竹内農場庭園設計図の一部を拡大抜粋。

引用文献

1）「竹内農場赤レンガ西洋館の平面図等作成及び保存に係る調査報告書」

2）3）進士五十八（2015）「日本文化としての公園―長岡安平の造園哲学―」都市公園№ 211

近代公園の先駆者・長岡安平が描いた竹内農場庭園
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と孫に聞いたら「赤いレンガの建物だよ」

と言うんですよ。それで「そこはおばあちゃ

んが昔住んでいたところだよ。心霊スポット

なんかじゃない！」ってね ( 笑 )。

お孫さんどんな反応されましたか？

「えぇーおばちゃんが住んでいたところだと

は思わなかった」って。

ではお孫さんはあの建物はそういった（マニ

アックな）事では知っていても、真中さんが

昔実際にお住まいだったとはご存じなかった

んですね。

そうですよ、驚いてました。

2017 年 9 月に西洋館に関する市民フォーラ

ムを開催した際、真中さんから直接お電話い

ただきまして。そのときに初めて由緒ある建

物だという事がお解りになられた。

その前に、孫達が実際にネットで西洋館につ

いて調べたんです。そうしたら立派な建物の

写真とか見られて。

西洋館の建前の写真とかありますよね。それ

を見ましてね。当時こんな方々が建てられた

んだと話してた時にちょうどフォーラムが開

催されるのを知りまして。

西洋館が由緒ある建物と解ってからのご家族

最後の居住者
真中ハツさんの思い出

まずはお聞きしたいのですが、真中さんは西

洋館にいつからいつまでお住まいでいらした

のでしょう？

私が 5 歳くらいのときだったと。

すぐ下の弟が 1 歳かな。一番下の弟は西洋館

生まれですから。３人姉弟なんですよ。すぐ

下の弟は今もおりますが３番目の弟はすでに

亡くなってます。（西洋館については）すぐ

下の弟はあまり興味ないみたいなんですよ。

幼少のころだと記憶があまり、という事もあ

りますよね。

西洋館から引っ越したのは私が中学卒業した

かしないかくらい。引っ越した先は古い家を

買って、仮屋というか長屋みたいな家でした。

それから何年かして家を新しくしたんですけ

どね。

ご家族の方と西洋館について何かお話された

りしていますか？

家族は知ってましたね。あの、お化け屋敷だ

と騒がれたりしたことも。

廃墟みたいな言われ方してましたね。心霊ス

ポットみたいなね。

「心霊スポットってどんなところだったの？」

田中

真中

前田

真中

田中

真中

田中・前田

真中

田中
真中

田中

真中

前田

真中

田中

令和元（2019）年 8 月、竹内農場西洋館最後の居住者、つくば市在住の真中ハツさんに、当時の西洋館の様子や

そこでの生活などについてお話を伺いました。真中さんは昭和 14（1939）～ 25（1950）年頃まで 11 年ほど西洋館

にお住まいになったそうです。西洋館が実際にどのような間取りだったかなど、記憶を辿り紙に記してくださいま

した。西洋館の設計図が見つかっていないため、間取りについてのお話はとても貴重な証言です。

12

しばし談笑ののち、いよいよ本格的に当時住まわれてい
た西洋館についてお話しいただきました。

西洋館そばには真中さんのおじいさまのお墓があるとい
うことで墓参には行っているそうです。
当NPO法人と真中さんとの接点へと話が続きます。保
存活動や第一回目のフォーラム開催の記事が大手新聞に
掲載されました。真中さんはこの記事をご覧になり接点
が生まれたのです。

真中さんのお孫さん、西洋館が心霊スポットだ廃墟だと
いわれていた頃に現地に見に行かれたことがあるそう。
そんな話を聞いた真中さん、お孫さんに「おばあちゃん
が昔住んでいったところなんだよ」とお話しされた経験
がおありだそう！！
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真中

田中

真中

前田
真中

真中

前田

真中

んという人が管理してると解って。父は八

代（八原村）の黒田さんから借りたそうです。

黒田清さんはよく訪ねて来てくれました。戦

後に開拓で八原に来た人と聞いています。

西洋館には２階に 2 組入ってたんですよね。

当時はうちも入れて３組の家族が入っていた

んです。2 階の家族は数年しかいなかった。

明治政府の津田出が四国から農民を連れてき

て女化の開拓に当たったが、失敗に終わる。

農地は小作民に払い下げられたが、農民の生

活は苦しく、そんな時に竹内農場ができて、

生活ができるようになった。女化の農民は助

けられたでしょうね。

竹内留吉一家がありましたよ。そこには子供

がいなくて。事務所だった。おじちゃん、お

ばちゃんがいた。多分竹内家の身内じゃない

かな？（西洋館の）入口付近にある竹内家の

墓が竹内留吉さんの墓。

稲葉さんのところにあった井戸はコンクリー

ト製で水が枯れることがなかった。我が家は

年中水を貰いに行っていた。竹内農場が掘っ

たんじゃないかな。綱で下げて水をくみ上げ

た。釣瓶式になってなくてね。

（西洋館には）昭和 14 年から住んでその間

に弟が生まれました。戦時中父は出征して昭

和 21 年に帰っきた。

父はいろいろなものを作っていてね。広間で

バクダン（米などに圧力をかけて爆発させて

作る駄菓子）を作って袋詰めにしたり、サツ

マイモを煮て飴を入れた大学芋やせんべい焼

きなどいろいろ。4 歳から中学卒業まで住み

ましたね。

 

（インタビュー担当：前田享史・田中加代）

の反応はいかがでしたか？

（既に現在は建物の屋根や床板など抜けてし

まい外観を眺めるだけとなっていることか

ら）あれじゃ使い物にはならないよねと話は

してますけどね。でも保存するんだよね、と。

当時は何にも経緯も解らず、ただ住んでいた

だけでしたから。

今の西洋館には大まかな外観しか残ってませ

んが、真中さんがいらした当時はまだ浴室な

どはあったんですね？

当時設置されていた風呂釜はすごかったんで

すよ。お風呂は排水することが出来なくて、

湯船の水はバケツでくみ出していました。

新しい水は稲葉さんの井戸から汲んではヨチ

ヨチ運んでました。それで戦時中、家族がお

風呂場のすぐ後ろに井戸を掘りました。囲い

を竹で編んで崩れないようにして、そこから

水を汲み上げましたね。

トイレはね、当時既に床が抜けてしまってい

て、板を渡して使ってましたよ。高いトイレ

で床が抜けて怖いトイレだった。溜めるとこ

ろがあり、溜まったら畑にまいた。

雨漏りはいかがでしたか？

2 階の雨漏りはなかった。（1 階の）広間と

の繋ぎ目のところが雨漏りしていた。地下室

も水が入り込んでいて使えなかった。居間に

も囲炉裏がありましたね。地下室があるとこ

ろが玄関。地下室に板のようなものを渡して

使っていました。

（2 階には）間仕切りがあった。2 階は遊び

場だったですね。押入れもあった。

階段は西洋風のらせん階段になっていて鉄骨

の上に板張りしてありました。

父親が当時住む場所を探していたときにたま

たま西洋館が目に入り、当時龍ケ崎の黒田さ

竹内家が去ってから西洋館は管理が行き届かず、館内の
品々や備品が盗難にあったり荒らされてしまったりとい
う年月が続きました。

話は佳境に入り、真中さんご一家が西洋館に住むことと
なったきっかけについてのお話に。

西洋館最後の居住者真中さんのインタビュー記事、いか
がだったでしょうか。誌面の都合により全文掲載出来ま
せんでしたが、貴重なお話がたくさんありました。真中
さんありがとうございました。

（注）　これは真中さんの勘違いで、実際には黒田清氏親戚の塚

本幸三郎氏。戦後の管理が黒田氏。
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令和元（2019）年 12 月 7 日の「竹内農場西洋館フォー

ラム」を、市の協力の下開催しています。 

一方、当 NPO 法人からは前田理事長が令和元（2019）

年 5 月に小松市・金沢市に、6 月に宿毛市を訪ね、竹

内家に関して得られた調査資料を、文化・生涯学習課

に提供して情報の共有に努めております。 

令和元（2019）年 10 月３日（木）には、コマツ粟

津工場から執行役員岡本工場長ほか４名の皆様が、竹

内農場西洋館の見学に訪問されました。当会からは前

田理事長ほか４名が、また龍ケ崎市からは文化・生涯

学習課の梁
やなとり

取課長がご案内に当たりました。そしてそ

れぞれ手持ちの資料を提供しました。

龍ケ崎市は平成 30（2018）年に竹内直馬の子孫よ

り建物を寄贈していただきました。一方、土地につい

ては賃貸借を継続する方向であるとのことでした。

こうした中、龍ケ崎市は、令和 2（2020）年１月 22

日、「旧竹内農場赤レンガ西洋館及び竹内家文書」を市

民遺産に認定しました。

さらに、市は市民が西洋館をいつでも見学できるよ

う、外周柵を整備し敷地内に駐車スペースや説明板を

設置する工事を行い、3 月末までに完了する予定です。

コマツ（株式会社小松製作所）との今後の協力関係

は未定ですが、私たち NPO 法人は情報共有が出来る関

係を築きたいと思います。

また、龍ケ崎市と連携を図りながら、フォーラムな

どを開催し、竹内農場西洋館の保存意義をこれからも

広くアピールしていきたいと思います。

保存に向けて
竹内農場西洋館を地域の宝に！

竹内農場西洋館の敷地が平成 27（2015）年 12 月、

竹内一族の所有から太陽光発電事業者に変更されたこ

とを端緒にして、龍ケ崎市は所有者から敷地を借り受

け、西洋館の建造物としての価値と史跡としての価値、

両面で調査に乗り出しました。 その結果判明した新事

実の主なものは次のとおりでした。 

①農場は、竹内鉱業の付属施設として竹内明太郎が

開設した。 

②竹内鉱業の農場は他にもあり、ここの農場は牛久

農場と呼んでいた。妻の亀
か め い

井と共に度々訪れている。 

③西洋館は、農場に付随するものではなく竹内明太

郎の別荘として建てられたもの。請け負ったのは太田

圓七建築部で設計者は不明。 

④竹内農場庭園は長岡安平という当時一流の造園デ

ザイナーによってつくられた。 

⑤レンガの産地を示す刻印が 2 箇所から見つり、埼

玉県深谷市の日本煉瓦製造（上敷免）製であった。 

龍ケ崎市による調査の結果は、平成 30（2018）年 4

月 21 日に市役所の会議室で報告され、一般市民や関係

者の理解と関心を高めました。 

なお、この報告会に先立ち、市と当 NPO 法人とが情

報を共有するため、同年 3 月 19 日に市が事前説明会を

開催しました。市からは主管課長ほか 2 名、当 NPO 法

人からは前田理事長と役員 4 名の計 5 名が出席しまし

た。 

これまでに当 NPO 法人では、平成 29（2017）年 9

月 3 日の「竹内農場西洋館イベント」、平成 30（2018）

年 11 月 18 日の「竹内農場西洋館 見学会＆フォーラム」、

竹内農場西洋館は、地域の歴史を知る上で重要なランドマークであることが、次第に知られるようになってきて

います。当 NPO 法人は今後も関係機関と連携しながら、西洋館の価値を PR し、保存活動への理解と協力を得たい

と思います。

13
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竹内農場西洋館を地域の宝に！ 竹内農場西洋館へのアクセス
所在地：　茨城県龍ケ崎市若柴町字長山前　現地駐車場（令和2（2020）年 4 月より利用可）

電　車：　JR 常磐線龍ケ崎市駅（旧佐貫駅）下車　

　　　　　東口バス停 2 番よりニュータウン長山行乗車終点下車（乗車 10 分）　徒歩 8 分

自動車：　国道６号線　牛久沼より竜ヶ崎ニュータウン方面　若柴公園交差点左折　

　　　　　ニュータウン長山バス停の先を右折し細い道に入る

　　　　　高速圏央道　阿見東インターより龍ヶ崎方面　長山北交差点を右折し細い道に入る
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和暦 西暦 竹内綱・明太郎関連 日本・女化関連
天保 10 1839 竹内綱、誕生（父は土佐藩家老・山内氏の家臣・竹内庄右衛門吉管）
万延元 1860 綱の長男・明太郎、土佐藩宿毛にて誕生
慶応 3 1867 大政奉還 
明治元 1868 綱：山内氏理の嫡男・氏成と共に兵を率いて北越・奥羽各地を転戦 戊辰戦争・明治政府樹立
明治 3 1870 綱：後藤象二郎の引き立てにより大阪府少参事や大蔵省六等出仕
明治 4 1871 廃藩置県
明治 6 1873 綱：官界を退き実業界へ
明治７ 1874 綱：後藤象二郎主宰の蓬莱社から高島炭鉱の経営を任される
明治 11 1878 綱：西郷隆盛らに呼応して政府転覆を企てたという嫌疑がかけられ

投獄
和歌山県出身の士族：津田出が
女化原開拓始める

綱の五男・茂誕生（後に吉田健三の養子となり「吉田茂」となる）
明治 12 1879 綱：満期放免、板垣退助が創立した愛国社の再建に取組む
明治 15 1882 綱：遊説する板垣退助に同行し、襲われた板垣退助を抱きかかえた 岐阜事件：岐阜で板垣退助が襲

われ負傷「板垣死すとも自由は
死せず」と叫ぶ

明治 17 1884 明治天皇が女化原にて近衛兵
大演習を天覧行幸

明治 18 1885 綱：高取伊好 ( 佐賀藩出身 ) と、芳谷炭坑 ( 現佐賀県唐津市北波多 )
を開坑
明太郎：芳谷炭坑の経営に参画

明治 23 1890 綱：第 1 回衆議院議員総選挙　当選 第 1 回帝国議会開院式
明治 27 1894   綱：芳谷炭坑法人化　東京に竹内鉱業株式会社設立　　　　　         日清戦争
明治 29 1896 綱：渋沢栄一らと共に京釜鉄道の発起人となる
                   　     綱：茨城県多賀郡華川村小豆畑・芳の目地区 ( 現北茨城市華川町小

豆畑 ) の山を購入（のちの茨城無煙炭鉱）
神谷伝兵衛：女化原の原野 120
町歩を購入、ブドウ栽培開始

明治 33 1900 明太郎：パリ万博を見学
明治 35 1902 明太郎：遊泉寺銅山（現・石川県小松市）の開削に着手
明治 36 1903 神谷伝兵衛：牛久にシャトーカ

ミヤ醸造場施設建設
明治 37 1904 日露戦争
明治 41 1908 明太郎：早稲田大学理工科（現在の基幹理工学部・創造理工学部・

先進理工学部）の創立を支援
明治 42 1909 明太郎：芳谷炭坑内に唐津鐵工所を創業
明治 44 1911 明太郎：茨城無煙炭鉱株式会社社長に就任・芳谷炭坑を三菱鉱業へ

売却・快進社の創業を支援
明治 45 1912 明太郎：私財を投じて高知工業学校（現高知県立高松工業高校）を

創立
大正元 1912 綱：土田謙吉と稲敷郡馴柴村の女化原の国有林 80 町歩あまりを購

入（これ以降竹内農場開設）　　　　　　　　　　　　　　　　　 
大正 3 1914 田健次郎、青山禄郎、竹内明太郎３人が開発支援者となり、快進社  第一次世界大戦（～1918）

から日本初の純国産自動車「DAT 号」が大正博覧会に出展 　　　　

竹内農場関連年表

user007
タイプライターテキスト
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和暦 西暦 竹内綱・明太郎関連 日本・女化関連
大正 4 1915 明太郎：第 12 回衆議院議員総選挙に⽴憲政友会（⾼知県郡部区）

から出⾺して当選、2 期つとめる
大正 5 1916 明太郎：唐津鐵工所を竹内鉱業より分離独立（現株式会社唐津プレ

シジョン）
大正 6 1917 遊泉寺銅⼭の附属施設として⼩松鉄⼯所（後の⼩松 製作所）を創

業
大正 8 1919 茨城無煙炭鉱付属施設南中郷鉄工所地鎮祭
大正 9 1920 竹内農場西洋館完成　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　  第一次大戦後の戦後恐慌　　
　　　　　　   遊泉寺銅山閉山
大正 10 1921 明太郎：小松鉄工所を竹内鉱業から分離独立、株式会社小松製作所

設立
大正 11 1922 綱：1 月 9 日死没（享年 81）
大正 12 1923 関東大震災
大正 13 1924 明太郎：早稲田大学より「校賓」の名称が贈呈される
大正 14 1925 茨城無煙炭鉱廃業、大倉鉱業に売却
昭和 2 1927 昭和金融恐慌
昭和 3 1928 明太郎：3 月 23 日死没（享年 68）竹内鉱業廃業
昭和 4 1929 竹内農場から竹内家は引き上げ、西洋館は放置される
昭和 12 1937 日中戦争
昭和 14 1939 小松製作所の寄付により石川県立小松工業高校が創立　竹内明太郎

を学祖とする
昭和 16 1941 太平洋戦争 
昭和 20 1945 竹内農場消滅 終戦
平成 5 1993 早稲田大学「竹内記念ラウンジ」（55 号館）を設置
平成 8 1996 平成 8（1996）年 遊泉寺銅山内に竹内明太郎像が建立

『沈黙の巨星―コマツ創業の人・竹内明太郎伝』出版
平成 20 2008 早稲田大学「竹内明太郎 記念会議室」（63 号館）を設置
平成 23 2011 早稲田大学は理工学術院の礎を築いた功績を顕彰するため、竹内明

太郎之胸像をコマツの支援で早稲田キャンパス西門付近に設置、理
工学部の「最大の恩人」と称賛

平成 26 2014 太陽光発電所建設のため、竹内農場西洋館撤去の危機
平成 27 2015 龍ケ崎市が西洋館敷地を借り受け調査のため草刈等整備作業を実施
平成 29 2017 旧竹内農場西洋館イベント開催
平成 30 2018 市民活動センター主催講座「竹内農場西洋館」開催

龍ケ崎市が旧竹内農場調査報告会開催
龍ケ崎市歴史民俗資料館企画展「竹内農場と赤レンガ西洋館」開催
竹内農場西洋館見学会＆フォーラム開催

令和元 2019 第 2 回竹内農場西洋館フォーラム開催
令和 2 2020 龍ケ崎市が「旧竹内農場赤レンガ西洋館及び竹内家文書」を市民遺

産に認定
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諸井恒平（1902）『煉瓦要説』

日本煉瓦製造株式会社社史編集委員会編（1997）『日本煉瓦一〇〇年史第２版」

株式会社マヌ都市建築研究所編・龍ケ崎市教育員会発行（2018）『竹内農場赤レンガ西洋館の平面図等作成及び保存

に係る調査報告書』

龍ケ崎市教育委員会編・発行（2018）『竹内家文書・竹内明太郎日記調査報告書』

公益財団法人東京都公園協会（2015）『長岡安平没後 90 周年記念展わが国ランドスケープの嚆矢長岡安平』図録

緑と水の市民カレッジ事務局編（2015）『長岡安平の残した設計図―わが国ランドスケープの嚆矢』公益財団法人東

京都公園協会

浦崎真一（2017）『長崎偉人伝 長岡安平』長崎文献社

長岡安平顕彰事業実行委員会編（2003）『祖庭 長岡安平 わが国近代公園の先駆者』東京農業大学出版会

進士五十八（2015）『日本文化としての公園―長岡安平の造園哲学―』都市公園№ 211

新潟市公式サイト（2020）『白山公園』

女化開拓史刊行委員会編（1985）『女化土づくりムラづくり苦闘百年』エリート情報社

オエノンホールディングス株式会社（2020）『牛久シャトー公式サイト』

インターネット地図・ローカル検索サービス（2020）『グーグルマップ』

小松商工会議所機械金属業部会編 （1996）『沈黙の巨星―コマツ創業の人・竹内明太郎伝』 北國新聞社出版局

宿毛明治 100 年祭施行協賛会（1968）『宿毛人物史』 

北茨城市（1990）『北茨城市史別巻３ 石炭史料Ⅰ』

北波多の自然と歴史を守る会（2018）『幻の「芳谷炭坑」』  

遊泉寺銅山跡地域活性化委員会（2019）『遊泉寺銅山跡記念碑建立記録誌』 

糸魚川市公式サイト（2017）『糸魚川市橋立金山産　幻の自然金を発見』

いはらき（現茨城新聞）大正 8（1919）年 5 月 7 日発行

山野好恭・岡田武雄共編（1916）『常磐炭鉱誌』 

宿毛市公式サイト（2019）『宿毛歴史館』

　下記の方々には情報提供など、ご協力いただきました。誠に有り難うございます。

幾島　審	 深谷市教育委員会文化振興課

黒田　晃子	 公益財団法人東京都公園協会公園事業部緑と水の市民カレッジ事務局

楢崎　幸晴	 北波多の自然と歴史を守る会

福田　忍	 コマツ粟津工場総務部

真中　ハツ	 元竹内農場西洋館居住者

村上　正史	 コマツ粟津工場総務部

矢木　伸欣	 宿毛市宿毛歴史館

薮並　睦士	 コマツウェイ総合研修センタ
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NPO 法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会冊子委員

前田享史（理事長）3 ～ 7 担当：蛇沼ほとりの赤レンガ西洋館は、明治・大正時代に私財を投げ打って日本の工業化

に尽くされた竹内明太郎の別荘です。わが龍ケ崎が、このような偉大な実業家と拘わりがあったことは、市民の大き

な誇りです。そんな誇りがたくさん込められた冊子を、仲間と一緒に作ることが出来て大変嬉しいです。

小林昭雄（副理事長）13 担当：「竹内農場西洋館イベント」を開催以降、この保存活動に深い関心を持たれた方々が

当会に入会して下さいました。この方々は、建築、美術・工芸、文学、広報等に優れた知識があり、冊子委員会編集

委員も積極的に担当下さいました。私は大変心強く、嬉しく思っています。

島村宏之（副理事長）11 担当：長岡安平の設計図通りに庭園ができていたかどうかに強い関心があり、現存する最

古の空中写真（陸軍撮影）で調べましたが、西洋館の周りに梅林は見出せませんでした。残念です。

中原篤徳（理事・顧問）8 担当：担当箇所が建築様式ということもあり、気息奄々、遅筆を重ねましたが、前田理事

長はじめ会員の先輩方の気迫に押され、何とか執筆を終えることができました。新出の資料の登場と専門の研究者に

よる学術的な西洋館研究が今後期待されますが、まずは隗より始めよということでご容赦頂き、拙稿へのご批判、ご

叱責を賜りますれば幸いです。

田中加代（理事）12 担当：今回竹内農場西洋館冊子編集という役を通じ、当初は所謂廃墟という観点で若干の好奇

心からというところでしたが、調べていくほどに竹内明太郎の偉業が解り、これを後世に残さねばならないという強

い思いが沸き起こりました。冊子を通じてより多くの方に西洋館存在意義を感じていただけたら幸いです。

渡辺浩美（理事）1 担当：竹内農場には、まだまだ謎と課題がたくさんあります。なによりも、未来へどう引き継ぐのか、

何を伝えていくのか、今すぐは結論は出ないことばかりかもしれません。それでも、この壁を皆さんと乗り越えてい

けると確信しています。楽しくわくわくしながら、ちょっと汗をかいてがんばりましょう！

清水祐子（理事）2、レイアウト担当：SNS で偶然出会った西洋館の美しさと歴史に魅了され、県外から保存活動の

末席に加わっています。地域の歴史を語る貴重な文化遺産を後世へ引き継ぐことが私たちの願いです。

海老塚良吉（理事）9 担当：5 年ほど前からグリーンツーリズムの活動で農家民宿半兵衛の Airbnb での運営支援や

中八代の竹林整備を行ってきましたが、昨年の夏からは中心市街地の活性化に取り組み、筑波庵の保存活用が縁で入

会することになりました。赤レンガ西洋館には建築職で関心があり、手伝わせていただきました。

編集後記






